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第1章 緒瞼
1.1 研究の目的
本研究の目的は,高校日本史Aにおいて,歴史的思考力の育成を目指す授業モデルの構
築及びそれを支援する学習アプリを開発し,その効果を実践的に検証することである。
1.2 研究の背景
1.2.1 若者の歴史離れ
世の中には様々な事件が起きており,若者が犯人である凶悪事件もよく聞かれる。2008
年に起きた秋葉原連続無差別殺傷事件もその一つである。この事件と1989年に起きた宮崎
勤事件を分析した吉岡 (2008)は,犯人に見られる共通点として「小さな物語」に生きて
いたことを指摘している1)。 「小さな物語」とは「革命だの解放だの,あるいは共栄だのと
いった『大きな物語』」"に対して
「大風呂敷を前提とした秩序から自分を切り離し,一人
ひとりの生活実感に基づ」
"く
というものである。また,吉岡は宮崎勤元死刑囚が精神科医
と戦争についての話を交わしたときのことを「そのとき宮崎はポカーンとした。『えっ,
日本とアメリカは戦争をしたの?』 とびっくりしている。」と記しているう。そして,「小
さな物語」に生きることは,「それが精緻に,濃密になつていけばいくほど,他者と切れ
ていき,一人ひとりが周縁化される。誰にも承認されていない,という孤立感や焦燥はあ
つという間に攻撃性に転化し,自己顕示的な破壊行為となつて暴発する。そうなる前に作
用すべき内発的なブレー キが,歴史や事実に関心のない『小さな物語』には組み込まれて
いないからだ。」0と述べて,歴史離れから生じる「小さな物語」が若者の間に広がること
に警鐘を鳴らしている。そして,吉岡は「歴史は,素朴には好きか嫌いかしかない人間の
感受性に,広さと深みを与えてくれるものである。」のと述べて,歴史を学ぶことの必要性
を説いている。
このように歴史を学ぶことは,我々 の内面に見えない作用を及ぼしている。そして,歴
史意識の喪失によつて「小さな物語」に閉じこもることは, とても危険な状態であると考
えられる。
1.2.2 生徒を取り巻く環境
また,若者を取り巻く現実社会も変化してきている。高校生に関係の深い出来事として,
参政権の獲得をその一例として挙げることができる。1947年以来,公職選挙法において,
選挙権年齢は20歳以上とされてきた。しかし,国民投票法の改正に続き,2015年には公
職選挙法が改正されたことで,早くも高校3年生 (18歳)が,選挙という場において政治
的な意思表明をすることができるようになつた。
2016年夏に行われた第24回参議院議員通常選挙において,全国で18歳となつた高校 3
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年生が初めて投票する状況となつた。総務省 (2015)によると,この選挙における18歳の
投票率 (選挙区)は51.17%であり。,全体の確定投票率を3.53ポイント下回つため。
選挙権の行使に際しては,現代社会を自分なりに捉え,その課題について自分なりの考
えを持つていることが不可欠である。そのためには,現代社会を過去と比較して考察する
ことが必要であり,過去を学ぶという歴史教育の重要性が改めて認識されなければならな
いと考える。
1.2.3 歴史授業の抱える課題
(1)現任校における課■
現任校は,普通高校ではなく専門高校である。そのため,各学科の専門教科が中心であ
り,専門教科と比較すると地歴科を含む一般教科の授業時数は少ない。現任校のカリキュ
ラムにおいては,全員が,公民科における科日として,高校 1年生で現代社会 (2単位),
地歴科における科日として,高校2年生で日本史A(2単位),高校3年生 (2単位)で世
界史Aを履修している。これら3科目のどれも,1週間に2時間という時間配当である。
このような状況では,生徒にとつてメインになるのは,やはり専門教科である。そのため,
一部の歴史好きの生徒を除いて,日本史Aや世界史Aなどの歴史授業へはあまり身が入ら
ないようであつた。しかし,生徒にとつて卒業するために必要な科目だから勉強するとい
うスタンスではなく,内発的な動機づけに支えられた歴史授業を展開する必要があると考
える。
② 一方通行の歴史授業
中学校や高校の学校現場での見間を踏まえると,中学校社会科の歴史的分野や高校地歴
科の日本史や世界史などの歴史授業は,「暗記」するだけの教科だと認識されていること
が多いと感じる。また,戸井田 (2004)は,「細かな事実的知識を覚え込む暗記科日とし
てうけとめられがちな節がある」0と述べている。
その理由の一つとして,授業形態上の課題が挙げられる。授業を進める側の教師の課題
として,北村 (2015)が「歴史的分野では事実を説明し,板書する講義型の授業がどうし
ても多くなる」つと指摘するように,歴史授業は教師から生徒への一方通行の授業形態にな
つていることが多い。そのため,生徒は教師が講義したこと,板書したことを事細かく,
「暗記」することに繋がるのだと考えられる。「暗記」するだけの授業では,本当の意味
において,生徒が自身で歴史を考えることが少なくなつていると考えられる。
一方で,昨今,国の教育施策として「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり,
学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授 。学習法」Dであるアクティブ・ラーニン
グが推進されている。
これらのことを踏まえると,アクティブ・ラーニングの要素を取り入れるなど,生徒自
身が歴史を考えることを意識するような授業にしていく必要があると考えられる。
③  「晴記」して入試に備える歴史授業
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教師から生徒への一方通行的な授業形態になり,生徒が「暗記」する歴史授業に陥って
しまっているのは,歴史を担当する教師だけの問題ではない。それは,中学校から高校ヘ
と進学する際や高校から大学へと進学する際の入試問題も要因の一つであると考えられる。
学校現場が入試を強く意識していることに関して,中切 (2003)は,いわゆる進学校で
は「国公立大学合格実績ひいては繰 り返し実施される模擬テス トの偏差値に縛られ,暗記
に偏つた出題の入試に対応する授業を行つているのが現状である」9と述べており,「問題
の根源は入試問題にある」10と指摘している。また,油井 (2009)は,歴史授業が人名・
年号 。事件などの暗記中心の詰め込み型の教授法で行われており,生徒たちに「考える面
白さ」が伝わつていないことを指摘している11)
歴史授業において,教師が入試を意識することは当然のことではある。 しかし,入試に
とらわれすぎてしまっている現状では,生徒の興味 。関心を高める授業の実現は困難であ
る。そのため,「暗記」中心の歴史授業からの転換を図るため,何らかの手立てが必要で
あると考えられる。
0 「晴記」する歴史授業からの転換
高等学校学習指導要領 (2010)に「日本史学習のねらいは,決して個別・詳細な知識を
数多く記憶することではない」1のと述べられているように,歴史授業の本質は「暗記」する
ことではない。また,加藤 (2013)は,戦前の国史教育は,歴史樹教育の普遍性が通用せ
ず,皇国史観に基づいた「国民教育の核心」であつたことを指摘している1う。同様に,谷口
(2008)は,歴史教育は,教養主義的な側面を持つ一方,国民としての求心力を強める教
科として政治的に利用されてきた過去の経緯があることを指摘している14)。また,森分
(1996)は「歴史で教授されるのは事実ではなく,一つの価値観から捉えられた事象像で
あり,解釈である。」1うと指摘している。それに続けて,第二次世界大戦前の天皇中心の価
値観,第二次世界大戦後の冷戦下における協調,勤勉,進歩を価値とする教育と「科学的 。
民主的」という名のもとに社会主義思想教育が進められてきたことを例にして,「特に歴
史は,思想教育の手段となる。」と述べている10。
つまり,自分の日ではなく,人の目を通した歴史事象の「暗記」だけでは,一定の価値
観を教え与えることになり兼ねないといえる。
そのため,生徒に「暗記」させるのではなく,生徒の頭で考えさせる思考力の育成が強
調されるようになった。歴史授業における思考力は歴史的思考力と呼ばれている。戸井田
(2004)は,「『歴史的思考力』の育成は,ことに高等学校世界史および日本史にとつて,
最重要な教育課題の一つである」1つと述べている。歴史的思考力の育成は,最重要な課題で
あり,学校現場の授業においてこそ,その実現を目指していくべきだと考える。
1.2.4 歴史的思考力の育成
2007年に改正された学校教育法においては,「前項の場合においては,生涯にわたり学
習する基盤が培われるよう,基礎的な知識及び技能を習得させるとともに,これらを活用
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して課題を解決するために必要な思考力,判断力,表現力その他の能力をはぐくみ,主体
的に学習に取り組む態度を養うことに,特に意を用いなければならない。」 (第30条第2
項)と規定されている。このことにより,基礎的・基本的な知識 。技能と共に,思考力・
判断力・表現力等及び学習意欲を重視する方向性が示された。前項で戸井田が述べている
ように,歴史教育においても歴史的思考力の育成は重要課題である。
また,高等学校学習指導要領 (2010)では「高度で複雑な内容に深入りしたり,細かな
事象の記憶に偏つたりした学習は,かえつて思考や理解を深めることにつながらないこと
が多い」1のと述べられている。そのため,思考力を高めるために,「暗記」による歴史授業
からの転換が図らねばならない。日本学術会議高校地理歴史教育に関する分科会の提言
(2011)では「歴史教育は,元来,『歴史的知識』の伝達と『歴史的思考力の育成』とが
車の両輪として進められるべきものであるが, 日本の場合は,圧倒的に前者に偏重した教
育が進められてきた」lDと指摘している。
以上のような背景から本研究は,「暗記」すること,すなわち,歴史的知識の伝達に偏
重し過ぎる歴史授業ではなく,生徒が考えること,すなわち,歴史的思考力の育成を重視
する授業モデルの構築に取り組むものである。
1.3 先行研究の整理
1.3.1 歴史教育における歴史的思考力育成に関する先行研究
(1)学習指導要領における歴史的思考力の位置づけ
歴史的思考力という言葉が,学習指導要領に登場したのは 1956年のことである。1956
年告示の高等学校学習指導要領の世界史の目標には「世界史の発展を科学的,系統的に理
解することによつて,歴史的思考力を育て,現代社会の諸問題を,世界史的立場から,客
観的に批判する能力と態度とを養う」19と述べられている。
そして, 日本史に関しては,1970年告示の高等学校学習指導要領において,歴史的思考
力という言葉が登場する。日本史の目標には「わが国の歴史に関する基本的事項を理解さ
せ,歴史的思考力をつちかい,各時代の性格や時代の推移を把握させて,それぞれの時代
のもつ歴史的意義を考察させる」20と述べられている。
2009年に告示された現行の学習指導要領においては,世界史Aの目標に「近現代史を中
心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解させ,
現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによつて,歴史的思考力を培い,国際社会
に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。」21)とぁる。また,日本史Aの目
標に「我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け,
現代の諸課題に着日して考察させることによつて,歴史的思考力を培い,国際社会に主体
的に生きる日本国民としての自党と資質を養う。」2"とぁる。
このように,歴史的思考力は1970年に学習指導要領に登場してから,現在まで長年にわ
たり重要なものと位置づけられてきたことが分かる。しかし,学習指導要領において,そ
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の明確な定義はなされていない。そのため,論者によつて,さまざまな歴史的思考力の考
え方があり,それに基づいた実践が行われている。
② 歴史的思考力の概念
遠山 (1978)は,歴史的思考力の育成に関して「科学的歴史観形成の土台となるもので
あり,歴史学習の重要な目的の一つである。」2めと述べている。しかし,前項で言及したよ
うに,歴史的思考力について確固たる地位を持ち得た定義は,未だ存在しない。このこと
に関して,佐々 木 (1996)は「それを基に授業を組織することが可能なレベルで規定され
ておらず,歴史授業構成の基盤となる形での確定は未だ為されていない」20と述べている。
先行研究にある歴史的思考力の定義として以下のようなものがある。
大森 (1971)は「歴史の発展に見られる因果関係を考えたり,諸事象間の相互の関連を
総合的に考えたりする能力」2Dとした。
児玉 (2000)は「『思考』とは,一般に『人間の知的活動すなわち帰納・演繹・判断 。
推理等の理性のはたらきの総称で,人間存在の本質である』と言われる。歴史的思考力と
は,そのような理性のはたらきによつて一定の認識を得る力である」20とした。
坂井 (2000)は「『歴史的なものの見方・考え方』 (中略)それは,私たちが過去に向
き合う過去認識としての『見方・考え方』を指し,他方では過去の視点や立場から現代の
事象を読み解くための現代認識の『見方・考え方』をいう」2つとした。
山本 (2004)は「時間軸の中での因果関係に基づき,社会の構造とその変化,社会と社
会の関係,そしてそれらとの関連で人々の生き様を分析考察する力」20とした。
鈴木 (2015)は「歴史学の研究によつて導き出された知識と方法に基づいて,歴史事象
及びその解釈を批判的。論理的に捉え,歴史的全体性の中に位置づける力であるとともに,
現代社会の在り方を問い直し,未来の社会を構想する上での基盤となる知的能力である」2の
とした。
このように, さまざま歴史的思考力についての定義がある。このことに関して,戸井田
(2004)は,歴史的思考力に関する研究における問題として,第一に概念を十分に定義せ
ずに,指導方法など周辺の付帯条件の検討に終始する傾向があること,第二に定義が進ま
ない大きな要因として歴史的思考力が本来的に抱えている抽象性や応用性などにあること
を指摘している30。
③ 歴史的思考力の育成に関する実践とその課題
歴史的思考力に関する実践には,以下のようなものがある。
玉谷 (2014)は, 日本史Aにおける歴史的思考力を培うレポート課題による実践ついて
報告している31)。長期休業中の夏休みと冬休みに宿題として課した二つのレポー トの内容か
ら,歴史的思考力の高まりを示唆しており,歴史的思考力の中身について,明確に言及さ
れていないものの,歴史的思考力を培う実践と言える。また,「生徒同士の輪読や発表の
機会を設けて,生徒同士が自分以外の生徒はどう考えているのかを知り,お互いの考えに
ついて意見を交換し合う活動を通してそれぞれの考察を深める機会を設けることは,生徒
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の歴史的思考力を高める可能性が高いと考えられる」と述べており,そのような考察を深
め合う機会をどのように設定するかを今後の課題としている。
後藤 (2014)は,世界史Aにおいて,思考の方法を定着させる手立てによる歴史的思考
力を培う実践について報告している3"。歴史的思考力を時系列的思考力,分析的思考力,価
値判断・意思決定力からなるものと捉え,歴史的な見方や考え方としての「思考スキル」
を定着させていく指導と評価を行 うことで,歴史的思考力の高まりを示唆している。しか
し,プリントの穴埋めなどの学習が中心となつており,生徒一人一人がどのような「思考
スキル」を意識 したか自身で振 り返つて評価をするものであった。そして,単元末に自分
の主張を行 う場を設定するとあるが,どのような意見の交流が行われたかは示されていな
かった。また,歴史的思考力を培えているかどうかの評価をどのように行 うかを今後の課
題としている。
生田 (2015)は,時代を大観する学習において歴史的思考力を育成する実践について報
告している30。この実践における歴史的思考力を「歴史的因果関係を踏まえ時代構造をとら
える能力」とした上で,コンセプ トマップやシュミレーショングームを活用した実践を行
った。グループのワークシー トをOHCで拡大表示しての生徒相互の評価や議論を行つてい
る。生徒の手書きの文字によるものが「プレゼン資料」として図示されていた。それをOHC
で拡大表示しても,見えにくいものではなかつたかと推測される。また, どの生徒も充足
感をもつて時代像を解釈していくことができるような「支援のあり方」を今後の課題とし
ている。
このように,歴史的思考力の育成に関する実践から,生徒の意見交流の場をどのように
設定するかということ,意見交流を行 う際の物理的な支援をどのように行 うかということ
が課題となっていることが分かる。
このような課題に対処するためには,様々 なアプローチが考えられるが,その一つとし
てICT活用が挙げられる。小林 (2015)は,タブレットPCの活用に関して「協働学習と
の相性も本実践から考えるとよさそうだ。」30と指摘していることからもICT活用が一つ
の方向性であると考えられる。
1.3.2 歴史授業における ICT活用に関する先行研究
(1)授彙における ICT活用の考え方
2009年に告示された現行の学習指導要領の総則においては,「各教科・科目等の指導に
当たつては,生徒が情報モラルを身に付け,Jンピュータや情報通信ネットワークなどの
情報手段を適切かつ実践的,主体的に活用できるようにするための学習活動を充実すると
ともに,これらの情報手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を
図ること39」 とある。授業において,ICTを教材・教具として用いることの必要性が示さ
れている。そして,2010年に公表された「教育の情報化に関する手引」において,「ICT
を活用した授業は,児童生徒に対して学力向上に高い効果があり,それを教員も認めてい
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ることが明らかとなつている」30ことが示され,ICT活用による教育効果に言及している。
2011年の「教育の情報化ビジョン」においては,情報通信技術の活用として「学習者用
の情報端末や電子黒板等を無線LANでつなぎ、情報端末への書き込みを電子黒板等におい
て共有することにより、子どもたちが教え合い、学び合う、双方向型の授業の充実を図る
こと」3つ,「ぉ互いに話し合うなどの協働学習等を通じて子どもたちの興味関心を高め、自
らより深く調べようとする意欲を引き出すこと」3Dなどが示されている。
したがって,生徒が思考する場面や協働的な学習の場面を支援したり,双方向型の歴史
授業を目指すにあたつて,ICT活用によるアプローチは効果的であると考えられる。
また,今の生徒の世代を,デジタルネイティブ (digital native)と呼ぶことがある。デ
ジタルネイティブとは「パソコンや携帯電話などの情報機器と,インターネットの各種サ
ービスに,幼少期から慣れ親しんだ世代を指す。おおむね1990年以降に生まれた世代が該
当する。米国の調査会社が提唱した概念で,消費者向けのITが高度化してきたことが背景
にある。全人口に対するデジタルネイティプの比率が増えることによつて,社会的な変化
が生じると予測される」30と説明される。このことを踏まえると,授業においてICTを有
効に活用することは,デジタルネイティブと呼ばれる世代に対して,自然と授業への興味 。
関心を高められるのではないかと考えられる。
② 歴史授業におけるICT活用の考え方
高等学校学習指導要領地理歴史科編には「地理歴史科においてもコンピュータや情報通
信ネットワークなどを積極的に活用するとともに,情報手段を主体的に活用できる学習の
工夫が求められている」40とぁり,地理歴史科でのICT活用が重視されている。
「教育の情報化に関する手引き」で|二 地理歴史科の世界史や日本史でのICT活用の具
体例として,次のような具体例が挙げられている41)。
・世界史に関する楽由などを視聴させたり,絵画・写真などを鑑賞させたりして,その時
代の社会的背景をつかませるとともに,歴史事象に関する多面的な関心を高める。
。「持続可能な社会への展望」 (世界史⊃ ,「資料を活用して探究する地球世界の課題」
(世界史B)においてインターネットなどを活用して,各種の資料などを収集し,その内
容をまとめたり,その意図やねらいを推測したり,資料への疑間を提起したりする活動
を通して,資料を多面的・多角的に考察,活用,表現する技能を身に付ける。
。「現代からの探究」 (日本史Al,「歴史の論述」 (日本史B)において,インターネッ
トなどを活用して,歴史に関する各種資料を収集し,それらの資料を分析し,活用して,
自分の考えをワープロソフトなどを用いて記述,表現することで,歴史的な見方や考え
方を身に付ける。
このように,地理歴史科においてICT活用の方法が具体的に例示されている。これらの
具体例は,インターネットを活用しての資料の鑑賞や収集,ワー プロソフトなどを用いて
の文書の作成が中心である。歴史的思考力の育成に関するICT活用や意見交流を行う際の
支援としてのICT活用の事例は見当たらない。
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(0 歴史授業におけるICT活用の実践事例
大島 (2007)は,高校世界史におけるICT活用として,電子黒板を用いた実践について
報告している4"。普通黒板よりも電子黒板を使うことによつて,授業のわかりやすさや復習
する際のわかりやすさが向上することを示唆している。また,実践により,授業者は授業
内容を振 り返ることで授業改善に大きく役立ったことや機器の設置以外に特別な準備を要
せず,普段の授業と同様に行えたことを成果として述べている。
鈴木 (2013)は,高校日本史に対する関心 。意欲を向上させるため,プレゼンテーショ
ンソフトを活用した実践について報告している4う。奈良時代や平安時代を単元とするプレゼ
ンテーションソフトによる教材を作成し,それを用いた実践を行つたものである。ICTを
活用することによる,生徒の日本史に対する関心・意欲の高まりを示唆している。一方で,
教材データの作成に時間がかかることを課題として挙げている。
小林 (2015)は,小学校社会科歴史学習において,6年生の生徒が一人一台タブレット
PCを活用した実践について報告している4の。ジグソー法によつて,生徒が専門家グループ
での調べ学習の際,資料をタブレットPCのカメラ機能で撮影して,デジタルコンテンツ化
した。それを使つて,自分の調べたことを説明するという実践である。また,SKYME剛
Class(Sky株式会社の学習活動支援ソフトウェア)の画面合体機能を活用し,4つのタブ
レットPCをつなげ大きな画面として意見の共有や交流を行つている。そして,タブレット
PCの登場でデジタルコンテンツの活用は今後ますます進展することを予想している。
このように,さまざまなICTを活用することによつて,生徒の興味 。関心を高めること
や,理解を深めることに繋がることが期待できる。しかし,歴史的思考力をテーマとした
ICT活用の実践や生徒自身がICTを活用した実践は,管見の限り見当たらない。
1.4 問題の所在
以上に整理したように,歴史教育においては,一方通行的で「暗記」することが中心の
授業からの転換が目指されており,その一つの方向性として,歴史的思考力の育成が挙げ
られる:しかし,歴史的思考力の育成に関する実践からは,生徒の意見交流を行 う際の物
理的な支援方法が課題となっている。その一つのアプローチとして,ICT活用が挙げられ
る。
教科教育におけるICTの活用による教育効果は明らかとなっていることから,歴史授業
においてもICT活用が広がりつつある。しかし,前述した通り,歴史的思考力の育成をテ
ーマとした生徒の意見交流の場を支援するようなICT活用の先行研究は管見の限り見当た
らない。
これらのことから,高校日本史Aにおいて,歴史的思考力の育成を支援するICT活用の
有効な方策は確立されていないといえる。そのための課題となるものには、以下の 3点が
挙げられる。
第一に,歴史的思考力の実態が定かでなく,その授業モデルが確立されていないことで
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ある (以下,課題 1と略称。)。 第二に,歴史的思考力の育成を支援するICT活用の方策
が定かではないことである (以下,課題 2と略称。)。 第二に,歴史的思考力の育成を支
援するICT活用の効果が定かではないことである (以下,課題 3と略称。)。
1.5 研究のアプローチと臓文の構成
そこで,本研究では,上記の 3つの課題に対処するため,歴史的思考力の育成を支援す
るICT活用を位置付けた授業をデザインし,授業実践を行うと共に,その効果を検証する
こととした。
先ず,課題 1に対処するため,歴史的思考力の捉え方を分析し,歴史的知識との関係を
検討した後,生徒同士による協働的な思考場面を取り入れた授業モデルを構築することと
した。次に,課題2に対処するために,ICTを活用した学習支援システムの仕様を検討し,
開発を行うこととした。そして,課題 3に対処するために,構築した学習モデルとICTを
活用した学習支援システムを用いた授業実践を行い,実践的にその効果を検証することと
した。
このようなアプローチに基づき,本研究では各章を以下のように構成した。
一章の構成―
第1章 緒綸
第 1章では,本研究の目的を踏まえ,研究の背景,先行研究の整理,問題の所在などか
ら研究課題を明らかにし,研究の計画と構造を策定する。
第2章 鷹中的思考力を育成する授業モデルの構築
第2章では,歴史的思考力をまとめ,高校地歴科の日本史Aの授業において,歴史的思
考力を育成することのできる授業モデルを構築する。
第3章 歴史的思考力の育成を支援する学習アプリの開発
第3章では,第2章で作成した授業モデルを効率的に運用する学習アプリの開発を行う。
第4章 『史考ツールJを活用した歴史的思考力を育成する授業の実践とその評価
第4章では,第2章で構築した授業モデル及び第3章で開発した学習アプリをもとにし
た授業を試行的に実践し,その効果の検証をする。
第5章 結餞及び今後の課題
第5章では,本研究で得られた知見及び今後の課題を整理する。
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第2章 歴史的思考力を育成する授業モデルの構築
2.1 目的
本章の目的は,高校地歴科の日本史Aにおいて,歴史的思考力を育成する授業モデルの
構築を行うことである。1956年告示の高等学校学習指導要領に歴史的思考力という語が登
場して以来,歴史的思考力の育成に関するさまざまな先行研究が行われてきた。本章では,
これらの先行研究の内容を検討し,歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得の双方に着目
しながら,モデルイヒを試みる。
2.2 歴史的思考力の整理
2.2.1 歴史的知識との目係
(1)対置される歴史的思考力と歴史的知識
第 1章で述べた通り,歴史的思考力については学習指導要領での明確な定義がなされて
いないことから,さまざまな捉え方が見られる。しかし,さまざまな歴史的思考力のとら
え方がある中で,どの説においても,歴史的思考力を育成する授業は,「暗記」が中心とな
っている知識偏重型の歴史授業に対置するものとの考えが根底に見受けられる。前章で述
べた日本学術会議高校地理歴史教育に関する分科会 (2011)の問題意識においても,歴史
的思考力の育成は,「暗記」としての歴史的知識の伝達と対置されていた。日本学術会議高
校地理歴史教育に関する分科会の委員長を務めた油井 (2015)は,教科書記述が増大して
いることに関して「『知識』の充実がかえつて『思考力』育成の機会を圧迫しているのでは
ないだろう力、」11)と述べており,ここでも知識と思考力を対置させて捉えている。また,
有田 (2000)の「歴史学習の目的は,入学試験などともからんで,歴史的思考力の育成よ
りも歴史的知識を時代順に教えることがより重要だという考え方」4→があるとの指摘も同様
のものである。
前章で引用した日本学術会議高校地理歴史教育に関する分科会の提言 (2011)にある「歴
史教育は,元来,『歴史的知識』の伝達と『歴史的思考力の育成』とが車の両輪として進め
られるべきもの」との指摘においても,歴史的知識と歴史的思考力は別物として対置させ
られていることが読み取れる。
また,論文検索エンジンCi血を用いて「歴史的思考力」と検索したところ,確認できた
最古のものは,横浜国立大学学芸学部付属横浜小学校 (1953)「社会科に於ける歴史的思考
力の系統」であつた。ここでは「社会科における歴史教育を,世の常識的な批判に追従す
る『知識を与えさえすればよい』という近視眼的な観点に立つのではなく,見方・考え方・
言い換えれば,歴史的思考力を深めるという面に,問題の本質をとらえる」40と述べられて
いる。このことからも,歴史的思考力は知識偏重型の歴史教育の反省の基にあつたという
ことが窺える。
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(2)黒川の指摘
黒川 (2013)は, 日本学術会議高校地理歴史教育に関する分科会の提言 (2011)につい
て「いささかの苛立ちを覚えたことを否めない。」4つと述べている。提言が「一斉授業」を
「知識詰め込み型」の悪しき典型と捉え,歴史的思考力の育成を図るため,主題学習やグ
ループ討論などの機会を大幅に増加しようとしていることに対して疑間を投げかけている。
そして,「さらにいえば,『思考力』と『知識』は二者択一ではない。それどころか,『思考
力』を培う前提として,『知識』を授けることは不可欠である。」4Dと指摘し,「『知識』と『思
考力』を対置させるのではなく,本来一体」40でぁるとの考えを主張している。
また,黒川の述べている通り,「提言」の作成に関わつているのは「教員養成とは異なる
学部・学科に所属する人々であり,その人々のなかに,学校現場での歴史教育を十分に踏
まえていない」50ことは十分考えられる。実際の学校現場では限られた授業時数の中で,歴
史的思考力を育成することと歴史的知識を習得させることの双方を実現しなければならず ,
当然のことながら,歴史授業を担当している多くの教員は,歴史的思考力を育成すること
と歴史的知識を習得させることの双方を重要であると捉えている。
また,黒り||は「現に行われている授業の多くは、歴史事象の意味づけを伴わないたんな
る事項の羅列に終始して」50ぃる点を問題視しており,この点を改善することで歴史授業が
これまでと違ったものになるのではないかと考えられる。
したがって,歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得を対置させて考えるのではなく,
黒川の述べるように,歴史的思考力を育成することと歴史的知識を習得させることは,本
来一体のものであると捉えていくことが自然な流れだと考えられる。つまり,歴史的思考
力の育成の過程で歴史的知識の習得を図り,歴史的知識の習得の過程で歴史的思考の育成
を図ることが肝要である。
2.2.2 歴史的思考力の構成要素
歴史的思考力の構成要素の捉え方に関しても,以下のようにさまざまなものが見られる。
先行研究にある歴史的思考力の構成要素をまとめた上で,本実践に適合する歴史的思考力
の構成要素を選定する。
(1)坂井の指摘
坂井 (2000)は「過去と現在の比較の思考」「推移と変化の思考」「物事の始原について
の探求」「社会条件などとの関連思考」と捉えた 2つ。このような多様な思考様式の操作を基
盤に,「歴史事実」を読み解き,意味付け,現代生活に活用する営みを行うものと考えてい
る。
(2)日本学術会議高校地理歴史教育に関する分科会の指摘
日本学術会議高校地暉歴史教育に関する分科会 (2011)は「過去への興味 。関心の喚起」
「歴史的資料の調査力の育成」「歴史的分析・解釈力の育成」「時系列的思考力の育成」「意
思決定の連鎖としての歴史学習」と捉えた5"。歴史を学ぶ際のことだけでなく,「過去への
‐
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興味 。関心の喚起」など歴史を学ぶ前のことにも言及している点が,他にはない特徴とな
っている。
(3)池尻の指摘
池尻 (2012)は,先行研究の収集を通して歴史的思考力の分類を整理した結果,「史料を
批判的に読む力」「歴史的文脈を理解する力」「歴史的な変化を因果的に理由付ける力」「歴
史的解釈を批判的に分析する力」「歴史を現代に転移させる力」と捉えた5う。また,各々 の
効果的な育成方法についても検討を行つている。池尻のまとめた表を表Ⅱ…1に示す。
表I-1 歴史的思考力の分類と効果的な育成方法 5め
:畷1醐‐雛 1■‖1菌灘覇蕃鷺ヂ華ア 聰 謗
史料を批判的に
読む力
デジタル・アーカイプの利用,
複数の史料
史料が書カサした意図
:こ関する質問をする
史特の定義を記述さ
せ,変イとを分析する
歴史的文蘇を理
解す‐る力
曰認)写真,オー ラル・ ヒス
トリー,アドベンチャーゲー
ム
背景知識を盛り込ど)
るス トー リー を作ら
せる
歴史的共感の5段階モ
ァルに沿つて,思考の
段階を分参子する
歴史的な変化を
鶏果的に理曲付
:するカ
コン‐t2ブトマップを描ける
10.環境,シミ●レー ション
グーム
探求的な繰題を課し,
そグ)潟果縄係を構築
ききる
霧果的な論述議題″〉解
答を多面性と具体l■で
分析する
歴史的解歌を批
半1的に分析する
力
ブジタル・アーカイプのf・ll用,
・マルチメデイア,複数の史料
2つの解釈が内在す
るテーマで議論を行
力,せる
議論内容′)多面性を分
析する
歴史を現代に転
移させる思考力
_nンセブ トマップを描:する学
習環境,歴史と対応する現代
的要素をまとめた教材
歴史をアナ摯ジーと
して利溝じ〉現子せ縛i会
の問題解決をさせる
歴史的事象と類以する
現代的事像を記述さ
せ、量と質を分析する
(0 後藤の指摘
後藤 (2014)は「時系列的思考力」「分析的思考力」「価値判断。意思決定力」と捉えた54)。
「分析的思考力」が「比較 。関連付け等の分析を行う力」とされており,いくつかの要素
を含んで大きく捉えている。
(D 鈴木の指摘
鈴木 (2015)は「論理的思考J「批判的思考」「イメージ的思考」と捉えた 20。歴史像を
想起させる「イメージ的思考」を含んでいる点が,他にはない特徴となつている。
(6)梅津の指摘
梅津 (2010)は「内容教科である社会科において,『思考力・判断力』を授業づくりの実
際と結びつくように根拠づけていくためには,『思考力・判断力』と『知識』,『思考技能 (問
いと資料活用の技能)』 との相互のかかわりを説明しなければならない。」とし,歴史的思
考力と歴史的知識を関連させて説明している5い。具体的には,表Ⅱ‐2に示すように,歴史
的思考力として,「事実判断」「推論」「価値判断」「意思決定」「批判的思考」の5つを示し
ている。また,歴史的思考力に関係する歴史的知識を「事象記述」「事象解釈」「時代解釈」
「社会の一般理論」「価値的知識」(評価的知識,規範的知識)「メタ知識」の6層で捉えて
いる。
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表肛-2 歴史的思考力と歴史的知識の関係 (梅津 20105Dょリー 都抜粋)
歴 史的黒考力 歴史的知識
事実判断
資 (史)料をもとに,事実を判断し記述できる。 事象記述
推論
事象の原因,条件,結果や時代の社会の意義 。本質を
解釈し説明できる。
事象解釈
時代解釈
社会の一般理論
価値判断
事象の原因,条件,結果や時代の社会の意義 。本質を
解釈 し説明できる。
価値的知識
(評価的知識)
意思決定
論争問題や論争場面において望ましい行為や政策を根
拠に基づいて選択できる。
価値的知識
(規範的知識)
批判的思考
歴史的事象に関する言説に内在する価値・立場を吟味
できる。言説の主張の手続き 。方法を吟味できる。
メタ知識
(知識を解釈するための知識)
このように,いくつかの歴史的思考力の構成要素の捉え方を比較した結果,梅津の歴史
的思考力の捉え方は,①歴史的知識と分かりやすく関連させていること,②歴史的思考力
が段階的に高められるようにしていること,③問いと関連させていること,といった点を
備えている。そのため,歴史的思考力を育成することと歴史的知識を習得させることを一
体のものであると捉えるならば,他の歴史的思考力の構成要素の捉え方に比べて活用しや
すい形になっている。したがつて,本研究では,梅津の歴史的思考力の構成要素をベース
に研究を進めていくこととする。
2.3 歴史的思考力を育成するための手立て
2.3.1 思考をガイドする手立て
典型的な歴史授業は,教師が作成した授業プリントの空欄補充という形式を取りながら,
教科書に記載されている歴史事象を「暗記」していくことが中心の知識偏重型であるとい
える。このことに関して,北尾 (1995)は「日本の教科書は,事実の記述があり,推論の
結果としての知識が整理して書かれている。」50ことゃ「主たる教材である教科書が知識の
体系化を記述しているだけで」5つあることを指摘し,「推論の過程,思考の過程など説明さ
れていない」5つと述べている。つまり,単なる歴史事象の「暗記」に終始するような,現在
行われている歴史授業においては,歴史的知識を習得させることは成しえても,歴史的思
考力を育成することは難しいということになる。
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また,北尾は「概念や知識を操作し、『思考・判断』を行うためには、思考の道筋や形、
推論の方法について自覚していることも大切である。」50と述べている。つまり,歴史的思
考力を育成するためには,思考をガイドする何らかの手立てが必要であることを示唆して
いる。
一方,黒上 (2012)は「知識は思考と表裏一体で,切つても切り離せない」50ことゃ「人
がものを学ぶとき,それは知識だけを記憶するのではなくて,さまざまな思考のプロセス
を通して身につけていく」59ことを述べている。そして,「考えるプロセスを,手順として
明示することで,子どもたちはその手l頂を使つて,求められているとおりに考えを進める
ことができるのではないでしょう力、 (中略)このような力は技能や技法,あるいはスキル
といっていいのではないでしょう力、」59と述べ,そのような手順や図を示した思考ツール
の活用を提案している。
同様に,下村 (2011)は「思考中にそれまで考えたことやそのベースとなつた事実を言
葉だけで理解しようとしても限界があります。」60bと述べ,思考ツールの活用を提案してい
る。
また,下村は「人間は,言葉に発しないで頭の中だけで考えようとしてもなかなか考え
が進みません。」60pと述べ,「思考は言葉を介して進みます。深い思考には,言葉で正しく表
現する力が必要です。つまり,思考力を高めるためには,まず言語力を鍛えなければいけ
ません。」61)と述べている。したがつて,生徒一人ひとりで思考ツールを活用することに終
わらせるのではなく,他者へ説明する場面などを取り入れていくことが必要だと考えられ
る。
そこで,本研究では,歴史的思考力を育成するための方略として思考ツールを活用する
と共に,授業内において協働的な思考場面を取り入れることとする。
2.3.2 既存の思考ツール
本研究での活用が想定される既存の思考ツールを黒上による『シンキングツール～考え
ることを教えたい～』(2012)から抜粋し,その特徴を整理する。
(1)PH:(いいこと・わるいこと口おもしろいこと)
これは「対象について,『いいところ (プラス:plus)』『だめなところ (マイナス:Minus)』
『興味をもつこと。おもしろいところ (インテレスティング:Interesingl』の二つの視点
から印象や意見を書き込」62pむものである (図Ⅱ‐1)。
(a マトリックス (表)
これは「目的や用途によつて,さまざまな場面で用いられます。シンキングツールとし
ての表は,複雑な事象 (資料)を表を使つて分類して整理することと,整理されたセル同
士の関係を見つけ出してそれを表すために用いられ」6めるものである (図Ⅱ‐2)。
(3)ステップロチヤー ト
これは「矢印と囲みを用いて,テキストや自分の主張の順番を考えたり,複数の事項が
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起こる順番を整理 した り,ものごとの手順を計画 した りするために用い」64pるものである(図
Ⅱ‐3)。      ′
P購
ブラス
いいところ
M躊
マイナス
だめなところ
lM"resu
インテレスティング
おもしらいところ
図I-l PHl(lLL 201262p)
国I-2 マ トリックス (黒上 20126つ)
日=-3 ステップ
ロチャート (黒上 201260)
0 フィッシュポーン (特性要因図)
これは「頭の部分においた事柄 (結果や問題)に対して,どのような要因や原因が関係
しているのか可能性のあるものを中骨 (実践め太い骨)のところに書き出して,その要因
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や原因をより具体的に細分化したものを小骨 (点線の細い骨)のところに書き込」6つむもの
である (図Ⅱ‐4)。
日=-4 フィッシュボーン (黒上 2012θ
))
CD 既存の思考ツールの問題点
これらの既存の思考ツールは,歴史授業において分析の枠組みとしての活用を想定する
ことができる。特に,意思決定を支援するPMIは,歴史的思考力の育成において価値判断
や意思決定に援用することが考えられる。また,因果関係を分析するフィッシュボーンは,
事実判断に援用することが考えられる。一方,手順を整理するステップ・チャートは,そ
のままの形でも使用できるものの,一定期間の歴史事象を流れとして捉えるツールに変更
して援用することが考えられる。その際,因果関係を分析するフィッシュボーンとステッ
プ 。チャートを結び付けたツールを工夫することが考えられる。また,マトリックスは,
そのままでは歴史解釈に用いづらいものの,情報を整理して一つの解釈を考えるというそ
の機能からは,歴史解釈の場面に援用することが考えられる。また,PMI,マトリックス,
ステップ・チャート,フィッシュボーンのそれぞれの思考ツールは,思考の過程が互いに
連動しておらず,そのままの形で用いると生徒にとつて使いづらいものになることが考え
られる。
2.3.3 歴史的思考力を育成するための思考ツールの開発
梅津の歴史的思考力の構成要素を授業で用いるため,思考ツールの活用を検討した。そ
の結果,歴史学習向け作成された有力な思考ツールは直接的には見当たらなかった。しか
し,それぞれの思考ツールの機能の一部は,歴史的思考を促すツールとして援用しうる可
能性を見出すことはできた。そこで,従来の思考ツールを参考に,歴史学習向けの思考ツ
ールを新たに作成・改良し,それを活用した授業モデルを構築することにした。具体的に
は,事実判断,推論,価値判断・意思決定の各思考場面を支援する思考ツールを構築した。
(1)事実判断ツール
歴史事象の事実判断,推論による事象記述,事象解釈を支援するため,フィッシ三ボー
16‐
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ンを参考に,思考ツールを作成した。これは,歴史事象のWttn(いつ),Ⅵ「詭re(どこで),
Who(誰が,誰を),Whatttow(何が,何を, どのように, どのような),原因,結果の
枠組みによる分析を行つて,視覚化を図るものである (図Ⅱ‐5)。
‐11:itilil
l大名制 =難し無事勝
あらたた奪.
響hen
1862妻F
:: 警here
::  生麦村
:: 榊奈り::県li    横浜市)
鏡難 ■二お
■     ●|■‐・ヽ・・‐●´ ■ヽ―■‐‐‐~■‐●‐…_、.、
11響hatttG響
::  殺傷した
警ho
薩摩藩士が
イギリス人を
図I巧 事実判断ツール
② 小推綸ツール
事実判断ツールで分析した歴史事象の結果の部分を使つて,推論により事象解釈・時代
解釈 。理論の一般化を支援する思考ツールを作成した。これは,ステップ 。チャートを参
考に,歴史事象の結果同士の相互関係を時系列的にマッピングするものである (図Ⅱ‐6)。
図I-6 小推論ツール
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(3)大推論ツール
小推論ツールで分析した推論を組み合わせて,マトリックスを参考に,推論により事象
解釈・時代解釈・理論の一般化を支援する思考ツールを作成した。これは,小推論ツール
で分析した短い時間幅の解釈よりも,長い時間幅の解釈を行うものである (図Ⅱ‐7)。
1    量雪雫戸〒書1建≧多|1戸彗羹妻|||
1862年～13毬年ころ納縁子きまとおろと''・
車事せ舞彗― と長姻ft=準穐争い奮していう一方.菫方とも外口狩との畿いに先
炊しtいる。
錬:肇象
`   :||‐
1碁曇|1轟:「
1059年11颯～1009年こる0餃予奎まとめると'・・
lB4着懇と犠軟着蒻鐸漱ぃとなり,IB尋府側が発敗しlttが完全に童求した,
方でン時 晩 .反目する毅 郡
観 じ割彗
^a麟
曲蘭噛威圏曖%申 も虚しく,武力:こ
よつて日― 言・ 織 ,新た「― を迎えることとなった。
図I-7 大推論ツール
の 価値判断・意思決定ツール
事実判断ツールや推論ツールを用いて学習した一定の時代での歴史的論争問題に対する
価値判断 。意思決定を支援する思考ツールを作成した。足立 (1984)によると,「根拠ない
しは前提に基づいて,主張または結論を正当化しようとする言論を『議論』60」とぃぃ,議
論は「データ、理由づけ、主張という三つの部分から構成されている60」とぃぅ。この議論
を構成する三つ部分の関係を図Ⅱ-8に示す。
これらのことを踏まえ,歴史論争問題をデータに基づいて,肯定的側面,否定的側面,
参考情報から分析した上で,理由付けを行い,主張を行う構成とした。作成にあたつては,
PMIを参考にした (図Ⅱ‐9)。
D(データ) C(主張)
W(理由づけ)
図I…8 議論の構成 (足立 198460に加筆)
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図I-9 価値判断・意思決定ツール
2.4 歴史的思考力を育成する授業モデル
思考ツールを活用 して,歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得を図ることのできる授
業モデルを図Ⅱ‐10のように構築した。この授業モデルにおいては,事実判断の思考過程で
事象記述を習得し,推論の思考過程で事象解釈・時代解釈 。社会の一般理論を習得し,価
値判断・意思決定の思考過程で価値的知識の評価的知識 と規範的知識を習得することがで
きるように考慮している。そして,これらの一連の思考過程において,批判的思考を促 し
て,メタ知識を習得することができるモデルとなるようにした。この授業モデルのもとで,
これまでとは違った,生徒一人ひとりが考える歴史授業が目指されることが期待される。
■人ひとりが考え|る摩窯畔
価値判断|‐ ■
意思決定ツ|■ル
大推論ツ■ル
小推論ツニ,レ
事実判断ツ プーレ1
1 1
歴史的思考力の育成 思考ツール 歴史的知識の習得
図Ⅱ-10 歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得を図る授業モデル
合
合
合
合
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2.5 本章のまとめ                     ′
以上,本章では,第1章で検討した方向性に基づき,高校日本史Aにおいて歴史的思考
力の育成を図る授業モデルを以下の通り構築した。
1)さまざまな歴史的思考力の構成要素を比較した結果,歴史的知識との関係を明確に示し
ている梅津の歴史的思考力の構成要素の捉え方を選定した。
"梅
津の歴史的思考力の構成要素の捉え方に基づき,歴史的思考力の育成のために思考を
ガイ ドする思考ツールを作成した。
9思考ツールを活用して,歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得とを共に図ることがで
きるような授業モデルを構築した。
そこで次章では,構築した授業モデルによる展開容易性を高めることや協働的な思考場
面を支援するためにICTによる学習アプリの開発を行う。
‐20‐
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第3章 歴史的思考力の育成を支援する学習アプリの開発
3.1 目的
本章の目的は,第2章で構築した授業モデルを効率的に運用する学習アプリを開発する
ことである。
3.2 開発のコンセプト
第 1章において述べた通り,歴史的思考力を育成する授業場面においては,生徒の意見
交流の場をどのように設定し,物理的な支援をどのように行うかということが課題である。
そして,第2章においては,協働的な思考場面を取り入れる形での思考ツールの活用を検
討し,歴史的思考力の育成をガイドする (1)事実判断ツール,(2)月推ヽ論ツール,(3)
大推論ツール,(4)価値判断 。意思決定ツールを作成した。そこで,これらの思考ツール
を用いた授業モデルを構築した。しかし,思考ツールを用いた授業ツールを実践する場合,
いくつかの問題が想定される。
第一に,時間の問題が発生する。思考ツールのプリントの配布や集約のために少なくな
い時間が必要になつてくる。第二に,共有の問題が発生する。生徒が思考ツールを操作す
るにあたつて,プリントの切り貼り,並び替えなどの作業が必要になってくる。これは第
一の時間の問題とも関連する。第二に, リソースの問題が発生する。資料の情報量や印刷
の鮮明度合を考慮する必要がある。第四に,蓄積の問題が発生する。思考ツールのプリン
トの枚数が増えるとその整理など,授業の内容とは直接関係ないことに注意を払わなけれ
ばならなくなる。
これらの課題に対処するため,学習アプリを次の二つのコンセプトのもとで開発するこ
とにした。
①教員が生徒に思考ツールを瞬時に配布し,生徒の記入したものを瞬時に集約すること
②生徒の記入した思考ツールの内容が自動的に次の思考ツール内に反映されること
このコンセプトをもとに,開発を行う学習アプリの基本的な機能を以下のように設定し
た。そして,これらの機能を有する本アプリを「史考ツール」と名付けた。
・グループごとのフォルダを作成する機能
。グループごとのフォルダに思考ツールを配布する機能
。設定した歴史事象の思考ツールを作成する機能
。生徒の記入した思考ツールの一部を画像として別の思考ツールに貼り付ける機能
。生徒の記入した思考ツールを集約する機能
。生徒の記入した思考ツールをグラフにまとめる機能
。全ての入力内容を消去する機能
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3.3 学習アプリ『史考ツール」の開発
3.3.l Excel VBAによる開発
実践対象校に配置されているパソコンのOSはWindows(MicrosoR社)であることから,
どの生徒もある程度,Windowsパソコンの操作に慣れている。そのため,開発する学習ア
プリもWindOwsで動作するものが好ましいと考えられる。したがつて,前節 3.2の基本的
機能を満たす学習アプリをExcel(MicrOso乱社)のVBA(Vlsual Basic for Apphcations)
により開発することとした。
VBAとは「MicrOsO乱0五ceのアプリケーションが備えるマクロ言語。米マイクロソフト
社のプログラミング言語Visual Basicが基になつた。1994年3月発売のExce1 5.0で初め
て採用された。1997年3月発売のOttce 97ではワープロのWord,表計算のExcelなどで,
マクロ言語がVBAに統一された。」ものである70。
3.3.2 『史考ツールJの構成
「史考ツール」の全体構成を図Ⅲ‐1に示す。 「史考ツール」は,全体のカラーを黒色で
統一した。それぞれのシー トは,黒色を基調としながらシー トに応じて決まった色を使用
している。事実判断に関するシー トはピンク,推論に関するシー トはイエロー,価値判断・
意思決定に関するシー トはブルーとした。また,どのシー トにも「Thinking Ъols」という
文字を入れることで,生徒が思考すること (Thinkin∂を意識することができるよう工夫
した。
「史考ツール」を構成している (1)管理シー ト,(2)事実判断シー・卜,(3)事実判断
集約シート,(4)月推ヽ論シー ト,(5)大推論シート (小推論集約シート),(6)大推論
集約シート,(7)価値判断・意思決定シート,(8)価値判断・意思決定集約シート,(9)
価値判断 。意思決定グラフ化シート,(10)リンク集シートの各画面を以下に示す。
(1)管理シー ト
「史考ツール」の管理シートを図Ⅲ‐2に示す。このシートは教師用である。教師が授業
を進める上で必要な操作を全てこの管理シートで行うことができる。年代,歴史事象,グ
ループをセルヘ入力することで設定することができる (①)。 フォームコントロールのボ
タンを押すことによつて,事実判断シー ト,小推論シート,大推論シート,価値判断・意
思決定シートの配布やそれらを集約シー トに集約することができる (②)。 年と組をセル
ヘ入力し,フォームコントロールのボタンを押すことで,各シートに年と組を設定するこ
とが出来る (③)。 フォームコントロールのボタンを押すことで,集約したセル値を全て
クリアすることができる (④)。歴史的論争問題とそれに対する立場の選択肢をセルヘ入
力することで,設定することができる (⑤)。
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(1)管理シー ト
(2)事実判断シー ト
生徒
向け
(3)事実判断集約シー ト
(4)小推論シー ト
(5)大推論シー ト (小推論集約シー ト)
(6)大推論集約シー ト
(7)価値判断・意思決定シー ト
(8)価値判断・意思決定集約シー ト
(9)価値判断・意思決定グラフ化シー ト
(10)リンク集シー ト
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各種設定,生徒向けシー トの配布,集約を行 う
事実判断を行 う
事実判断シー トを集約したもの
事実判断を基に,短い時代の推論を行 う (小推論)
事実判断や小推論を基に,長い時代の推論を行 う (大推論)
大推論シー トを集約したもの
事実判断や推論を基に,判断し,意思決定を行 う
価値判断 0意思決定シー トを集約したもの
価値判断・意思決定シー トをグラフ化したもの
参考となる情報の■TRLをまとめたもの
国Ⅲ-1 「史考ツールJの全体構成
(a 事実判断シート
「史考ツール」の事実判断シートを図Ⅲ‐3に示す。このシートは,フィッシュボーンを
もとに作成した歴史事象の分析の枠組みである。中心には,自動で歴史事象名が表示され
る (①)。 原因のセルには,歴史事象を誘発させた要因や歴史事象の元になつた出来事な
どを入力する(②)。Whenのセルには,歴史事象の起こった年代や時期などを入力する(③)。
Whereのセルには,歴史事象の起こった場所などを入力する (④)。Whoのセルには,歴
史事象に関連する人物などを入力する (⑤)。 WhatrHowのセルには,歴史事象が何なの
か, どのようなものなのかなどを入力する (⑥)。 結果のセルには,歴史事象が起こつた
後の関連する出来事などを入力する (⑦)。
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図Ⅲ-2 管理シー ト
図Ⅲ-3 事実判断シー ト
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(3)事実判断集約シート
「史考ツール」の事実判断集約シートを図Ⅲ‐4に示す。このシー トは,各自が入力した
事実判断シートをまとめるものである。 ドロップダウンリスト (①)からファイル名 (歴
史事象名+グループ名+事実判断.xlsx)を選択すると,原因,When,Where,Who,What,
結果のセルに選択した歴史事象のものが表示される仕組みとなつている。
④ 小推餞シート
「史考ツール」の小推論シー トを図Ⅲ‐5に示す。このシートは,各自が事実判断シー ト
で分析した歴史事象の結果 (フィッシュボーンの頭)の部分を集約してグループごとに 1
枚にまとめたものである (①)。 結果の部分は,画像として処理される仕組みとなつてお
り,マウス操作などで移動させ,歴史事象の相互関係を分析することができる。時代解釈
(小推論)のセルには,各自が担当した歴史事象についての結果をグループ内で交流し,
この短い時間幅の解釈,すなわち小推論を入力する (②)。
③ 大推綸シート (小推綸集約シー ト)
「史考ツール」の大推論シー ト (小推論集約シート)を図Ⅲ‐6に示す。このシー トは,
各グループが小推論シートで分析した短い時間幅の解釈 (小推論)を集約して 1枚にまと
めたものである (①)。 時代解釈 (大推論)のセルには,各グループの小推論を合わせ考
えて,長い時間幅の解釈,すなわち大推論を入力する (②)。
(6)大推餞集約シー ト
「史考ツール」の大推論集約シートを図Ⅲ‐7に示す。このシートは,各グループが大推
論シートで分析した長い時間幅の解釈(大推論)を集約して1枚にまとめるものである(①)。
0 価住判断 口意思決定シー ト
「史考ツール」の価値判断・意思決定シートを図Ⅲ‐8に示す。このシートは,歴史的論
争問題に対する意見を作成するための分析の枠組みである。管理シートで設定した,事実
(①)と歴史的論争問題 (②)が自動で表示される。肯定的側面,否定的側面,参考情報
のセルには,歴史的論争問題に対する,それぞれの項目を入力する (③)。 主張のセルに
は, ドロップダウンリストから選択する (④)。 理由づけのセルには,主張に対する理由
を入力する (⑤)。
③ 価住判断・意思決定集約シー ト
「史考ツール」の価値判断・意思決定集約シートを図Ⅲ‐9に示す。このシートは,各グ
ループが入力した価値判断・意思決定シー トをまとめるものである。 ドロップダウンリス
ト (①)からグループを選択すると,肯定的側面,否定的側面,参考情報,主張,理由づ
けのセルに選択したグループのものが表示される。
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図Ⅲ-4 事実判断集約シート
図Ⅲ-5 小推論シー ト
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図Ⅲ-7 大推論集約シー ト
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図Ⅲ-6 大推論シート (小推論集約シー ト)
第3章 歴史的思考力の育成を支援する学習アプリの開発
図Ⅲ-8 価値判断 口意思決定シート
図Ⅲ-9 価値判断 口意思決定集約シー ト
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(9)価値判断・意思決定グラフ化シート
「史考ツール」の価値判断 。意思決定グラフ化シートを図Ⅲ‐10に示す。このシートは,
各グループが入力した価値判断・意思決定シー トの主張をグラフ化するものである。シー
トの中央部分には,円グラフが表示される (①)。 円グラフの左右には,それぞれのグル
ープの意見が表示される (②).
(10 リンク集シート
「史考ツール」のリンク集シートを図Ⅲ‐11に示す。このシートは,歴史事象の分析の際
に,参考になる情報の■lRLを整理したものである。lIRL(①)をクリックすることで,リ
ンク先のページを閲覧することができる。
3.4 『史考ツール」の学習環境
3.4.1 クラウドサービスの利用
「史考ツール」は,ファイルの配布と集約をするためにクラウドサービスの活用を想定
している。生徒にとつては,WindOwsコンピュータ上のフォルダに保存するように,クラ
ウドサービス上のフォルダにシームレスに保存することができれば,利用しやすいものに
なると考えられる。そこで,専用のソフトウェアをインス トー ルすると特定のフォルダに
保存したファイルが自動的にオンラインストレー ジと同期されるDrOpbox(Dropbox社)
を選定した。Dropboxを利用した際の同期の仕組みを図Ⅲ‐12に示す。教師用と生徒用のタ
ブレットPC(MicrOsoRtt S‐ねce)計11台にDropboxのソフトウェアをインストー ルし,
11台とも同じアカウントでログインする。そうすることで,クラウドサービス上の同じフ
ォルダに保存される仕組みとなる。クラウドサービス上にあるメインフォルダの中にグル
ープごとのサブフォルダを作成し,サブフォルダを利用して「史考ツール」のファイルを
配布したり,生徒の入力したファイルを集約したりすることとする。フォルダの階層を図
Ⅲ‐13に示す。
3.4.2 教室環境
「史考ツール」を活用するための学習環境を検討した (図Ⅲ‐14)。「史考ツール」を操
作するための機器として,タブレットPCを教師用1台と生徒用 10台を用意した。タブレ
ットPCをグループで活用する際に,タブレットPCを操作している生徒と操作していない
生徒が同時に画面を確認して,意見交流を行うことができるよう,タブレットPCに接続す
るディスプレイを10台用意した。そして,クラス全体で意見交流を図るための機器として,
スクリー ン1台,プロジェクター1台を用意した。また,インターネットに接続するための
機器として,Wi‐Fiルーター1台を用意した。
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図Ⅲ-11 リンク集シー ト
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図Ⅲ-10 価値判断口意思決定グラフ化シー ト
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①ソフトのインストー ル
3/黎クb`く変ジウ>窮―卜し宏客
②全て同じアカウント名でログイン
④クラウド上のフォルダに保存
.―颯奢多叩響機|・
③パソコン上のフォルダに保存
図Ⅲ-12 Dropboxの仕組み
讐蛛。参懇櫃
グループ2 グループ3
図Ⅲ…13 フォリレダの階層
または
全=同
じアカウント名
次豊からスの率 鰈
旬
グループ 1
?
?
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大型スクリーン
……口有線接続 (映像)
プロジェクター
="離無線接続 (デー タ)
Wi‐Fiルーター
図Ⅲ-14教室内の iCT学習環境   工1に用′ノビン「 ■ν
3.5 本章のまとめ
以上,本章では,第2章で作成した授業モデルを効率的に運用する学習アプリ「史考ツ
ール」を以下の通り開発した。
1)Excel VBAの機能により開発した学習アプリ「史考ツール」は,管理シー ト,事実判断
シー ト,事実判断集約シー ト,小推論シー ト,大推論シー ト (小推論集約シー ト),大
推論集約シー ト,価値判断・意思決定シー ト,価値判断・意思決定集約シー ト,価値判
断 。意思決定グラフ化シー ト, リンク集シー トの10シー トで構成される。
② Dropboxのクラウドサービスの利用により,「史考ツール」のファイルの配布や集約を
一瞬にして行 うことができる。
3)そのための学習環境として,大型スクリー ン,プロジェクター,Wi‐Fiルーター,ディ
スプレイ,タブレットPCを用意した。
次章では,第2章で作成 した授業モデル及び本章で開発した「史考ツール」を用いた授業実
践を行い,その効果を検証することとする。
教師用タブレットPC
生徒 タブレットPC
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第4章 「史考ツール」を活用した歴史的思考力を育成する授業の
実践とその評価
4.1 目的
本章の目的は,第2章で構築した授業モデルと,第3章で開発した「史考ツール」を用
いた実践を行い,その効果を検証することである。
4.2 実践のデザイン
4.2.1 使用教材
高校地歴科『 日本史A』 (第一学習社)の「せまってくる外国船 江戸時代の国際関係」
を主教材とした。また,補助教材として,兵庫県版高校地歴科用副読本『世界と日本』 (兵
庫県教育委員会事務局高校教育課)の「ロシアの東方進出と江戸幕府の対応」を用いた。
巻末資料に教科書本文「せまってくる外国船 江戸時代の国際関係」 (資料1),副読本本
文「ロシアの東方進出と江戸幕府の対応」 (資料2)を示す。
4.2.2 単元構成のコンセプト
日本史Aは,「近現代を対象とした科日という性格」71)を持ち,開国前後から取り扱う
こととなっている。また,本実践の対象となる生徒は,中学校社会科歴史的分野の学習か
ら相当の期間を経て, 日本史Aの学習に入る。
そのため,開国前後の単元に入る前に,開国に関係して鎖国に至る過程を復習しておく
必要があると考えられる。また,体系的に歴史事象に対する思考・判断に触れたことがな
い。よって,実践対象の生徒に,歴史事象に対する思考 。判断自体について,ある程度習
得させなくてはならないと考えられる。
そこで,主である開国の単元の実践を行う前に,鎖国の単元を復習しつつ,歴史事象に
対する思考・判断について学ぶ時間を設定した。具体的には,「史考ツール」の事実判断,
推論,価値判断 。意思決定について習得させ,活用する方法を身につけさせたい。
また,国立教育政策研究所 (NIER)による評価規準の作成,評価方法等の工夫改善等の
ための参考資料をもとに,単元の評価規準を以下のように設定した (表Ⅳ‐1)。
4。2。3 指導計画
(1)単元の指導計画
「江戸幕府の対外政策 (鎖国と開国)」 の単元の指導計画を表Ⅳ‐2に示す。
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表Ⅳ-1 単元の評価規準
関心・意欲・態度 思考 。判断・表現 資料活用の技能 知識 。理解
江戸幕府の鎖国や開
国の過程に対する関
心 と課題意識 を高
め,意欲的に追及 し
ている。
江戸幕府の鎖国や開
国の過程から課題を
見いだし,国際環境
と関連付 けて多面
的 。多角的に考察す
るとともに,国際社
会の変化を踏まえ公
正に判断して,その
過程や結果を適切に
表現している。
江戸幕府の鎖国や開
国の過程に関する諸
資料を収集 し,有用
な情報を適切に選択
して,読み取つたり
図表などにまとめた
りしている。
江戸幕府の鎖国や開
国の過程についての
基本的な事柄を,国
際環境の推移と関連
付けて総合的に理解
し,その知識を身に
付けている。
表Ⅳ-2 単元の指導計画『江戸幕府の外交政策 (餞日と開目)J
時 指導計画 ねらい
授業
形態
ICT機器
江戸初期の鎖国へ至る外交政策
を学習する。
・鎖国へ至る外交政策に
関する歴史事象を考察さ
せる。
・事実判断,推論,価値
判断,意思決定を習得さ
せる。
一斉
授業
タブレット
PC
スクリー ン
プロジェクタ
ディスプレイ
2
事実判断を中心に,江戸末期の
開国へ至る外交政策を学習す
る。
・幕末におけるロシアと
アメリカの日本への接近
に関する歴史事象を考察
させる。
・事実判断,推論により,
思考・判断させる。
一斉
授業
グル
ープ
学習3
小推論を中心に,江戸末期の開
国へ至る外交政策を学習する。
・幕末におけるロシアと
アメリカの日本への接近
に関する歴史事象の因果
関係を考察させる。
・推論,価値判断・意思
決定により,思考 。判断
させる。
4 大推論と価値判断 。意思決定を ・幕末におけるロシアと
‐34‐
中心に,江戸末期の開国へ至る
外交政策を学習する。
アメリカの日本への接近
を俯欧的に考察させる。
・価値判断・意思決定に
より,思考・判断させる。
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(2)各時間の指導計■
単元の各時間の指導計画を以下に示す。また,各時間に使用するワークシートも同時に
示す (図Ⅳ‐1～7)。
① 第1時 江戸初期の鎖ロヘ至る外交政策を学習する
<目標>
。鎖国へ至る外交政策を考察させる。
・事実判断,推論,価値判断,意思決定を習得させる。
<展開>
時 学習活動 指導上の留意点・ICT活用
?
?
?
4時間の授業構成を把握する。
本時のテーマを把握する。
教師用タブレットPCに授業計画を表示
し,スクリー ンに出力して確認させる。
?
?
?
?
鎖国という語の意味について理解する。
キリス ト教の禁止,貿易の統制,海外渡
航の統制などについて確認する。
事実判断,推論を学習する。
価値判断・意思決定を学習する。
教師用タブレットPCを用いて,スクリ
ーンに出力し,ポイントを整理する。
ワークシー トを活用させる。
教師用タブレットPCに「史考ツール」
を表示し,スクリーンに出力し,事実判
断,推論 (小推論,大推論)を習得させ
る。 タブレットPCに触れさせる。
教師用タブレットPCに「史考ツール」
を表示し,スクリーンに出力し,価値判
断・意思決定を習得させる。タブレット
PCに触れさせる。
?
?
?
?
本時の内容を復習する。
鎖国という語の意味を再確認する。
事実判断,推論から価値判断・意思決定
に至る過程を確認する。
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、         `顎1   ‐1   ..   ´
図Ⅳ-1 第1時で用いるワー クシー ト①
図Ⅳ-2 第1時で用いるワー クシー ト②
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図Ⅳ-4 第1時で用いるワー クシー ト④
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十財
|´//1:…粛‐
疑′,レ IIll■
図Ⅳ-3 第1時で用いるワー クシー ト③
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図Ⅳ-5 第1時で用いるワー クシー ト⑤
② 第2時 事実判断を中心に,江戸末期の開国へ至る外交政策を学習する
<目標>
。幕末におけるロシアとアメリカの日本への接近に関する歴史事象を考察させる。
・事実判断,推論により,思考・判断させる。
<展開>
時 学習活動 指導上の留意点・ICT活用
?
?
?
本時のテーマを把握する。
史考ツールの使用方法を理解する。
教師用タブレットPCの画面をスクリー
ンに出力して説明する。
?
?
?
?
【事実判断】
グループ1は,ラックスマン来航,レザ
ノフ来航,フヴォストフ事件,撫仙令。
グループ2は,フェー トン号事件,ゴロ
ーウニン事件,異国船打払令,モリソン
号事件,蛮社の獄。
グループ 3は,産業革命,アヘン戦争,
薪水給与令,マンハッタン号事件。
グループ 4は,ビッドル来航,ペリー来
クラスを大きく2つのチーム (○と☆)
に分ける。2つのチームの中の各グルー
プ (1～5)が担当する歴史事象を指定す
る。
教師用タブレットPCにより生徒用タブ
レットPCに事実判断シー トを配布する。
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③ 第3時 小推館を中心に,江戸末期の開ロヘ至る外交政策を学目する
<目標>
・幕末におけるロシアとアメリカの日本への接近に関する歴史事象の因果関係を考察させ
る。
・推論,価値判断・意思決定により,思考・判断させる。        ・
<展開>
航,プチャーチン来航,クリミア戦争。
グループ 5は, 日米和親条約締結, 日米
修好通商条約締結,領事裁判権の容認 ,
関税自主権の喪失。
グループ内で,各人が歴史事象を分担す
る。
各人が歴史事象の事実判断を行い,ワー
クシー トに記入した後,生徒用タブレッ
トPCにより事実判断シー トに入力する。
?
?
?
?
本時の内容を復習する。
幕末におけるロシアとアメリカの日本ヘ
の接近に関する歴史事象を振 り返らせ
る。
時 学習活動 指導上の留意点・ICT活用
?
?
?
前時の学習を振り返り,本時のテーマを
把握する。
教師用タブレットPCの画面をスクリー
ンに出力して説明する。
?
?
?
?
【小推論】
各人が担当した歴史事象をグループ内で
発表し,相互確認を行う。その後,グル
ープが担当した時代の原因,条件,結果
や時代の社会の意義 。本質を考える。
各人が推論を行い,ワー クシートに記入
する。
グループ内で,意見を交流し,生徒用タ
ブレットPCによリグループとしての意
見を小推論シートに入力する。
前時と同じグループ (1～5)で作業を進
めるよう指示する。
生徒用タブレットPCとディスプレイを
上手く活用し,グループ内で確認 し合 う
よう指示する。
教師用タブレットPCにより各グループ
の事実判断シー トを集約し,生徒用タブ
レットPCに小推論シー トを配布する。
教師用タブレットPCにより各グループ
の小推論シー トを集約する。
ま 本時の内容を復習する。 様々な解釈があることを知ることで,歴
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と
め
5
史解釈の多様性の一端を確認する。
④ 第 4時 大推論と価値判断・意思決定を中心に,江戸末期の開国へ至る外交政策を学
習する
<目標>
・幕末におけるロシアとアメリカの日本への接近を俯敵的に理解する。
・思考・判断 (推論や価値判断・意思決定)することで,様々 な考えに触れ,歴史解釈の
多様性に気付く。
<展開>
鳴_墓》。轟か。(IIi藤 '構か':IttI澪
図Ⅳ-6 第3時,第4時で用いるワークシー ト
時 学習活動 指導上の留意点 。ICT活用
?
?
前時の学習を振り返り,本時のテーマを
把握する。
教師用タブレットPCの画面をスクリー
ンに出力して説明する。
?
?
前時までに学習した,幕末におけるロシ
アとアメリカの日本への接近に関する歴
史事象を再確認し,小推論の発表を行 う。
前時までに行つた事実判断,推論 (小推
論)をグループの代表者に発表させる。
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グループの代表者は,事実判断や推論 (小
推論)を発表する。
(前時までに学習した歴史事象)
ラックスマン来航, レザノフ来航,フヴ
ォス トフ事件,撫仙令,フェー トン号事
件,ゴローウニン事件,異国船打払令 ,
モリソン号事件,蛮社の獄,産業革命 ,
アヘン戦争,薪水給与令,マンハッタン
号事件,ビッドル来航,ペリー来航,プ
チャーチン来航,クリミア戦争, 日米和
親条約締結, 日米修好通商条約締結,領
事裁判権の容認,関税自主権の喪失。
【大推論】
各グループの推論 (小推論)を踏まえ,
グループで推論 (大推論)を行う。
クラス全体で推論 (大推論)を確認し,
この時代を俯腋的に理解する。
グループ内で,意見を交流し,生徒用タ
ブレットPCによリグループとしての意
見を大推論シー トに入力する。
【価値判断・意思決定】
「幕府 (国)が,海外との交流を制限し
た政策をどう考えるか。」について,幕
末における日本を国際的な状況と結び付
けて考察する。
各人が,価値判断・意思決定を行い,ワ
ークシー トに記入し,考えをまとめる。
グループ内で,意見を交流し,様々 な解
釈があることを知る。
生徒用タブレットPCによリグループと
しての意見を価値判断・意思決定シー ト
に入力する。
グループの代表者が発表する。
生徒用タブレットPCとディスプレイを
上手く活用し,グループ内で意見を交流
し合 うよう指示する。机間巡視により,
各グループの意見を把握する。
教師用タブレットPCにより各グループ
の大推論シー トを集約する。
生徒用タブレットPCとディスプレイを
上手く活用し,グループ内で意見を交流
し合うよう指示する。机間巡視により,
各グループの意見を把握する。
教師用タブレットPCにより各グループ
の価値判断・意思決定シー トを集約する。
教師用タブレットPCに価値判断・意思
決定シー トー 覧を表示し,スクリーンに
出力する。生徒の発表に続けて必要な説
明を加える。
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グループ内やクラス全体で様々な考えに
触れることで,歴史解釈の多様性に気付
く。
?
?
?
本時 (本単元)の内容を復習する。
他者や他グループの発表を踏まえ,本単
元で学んだことを振り返らせる。
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図F-7 第4時で用いるワー クシート
42.4実践の手続き
(1)実践対象者
実践対象は,兵庫県立T高校環境建設工学科の第2学年 1クラス38名(男子31名,女
子7名)を対象とした。
(2) 実麟 期
平成28年7月～9月
t3) ●m「EI目
実践前の生徒の日本史の授業に対する意識,歴史的思考力に対する意識,ICT機器に対
する親和性を把握するため,それぞれの事前評価項目を設定した。
① 日本史の授業に対する意識を把握する項目‐
日本史に対する意識を把握する項目として,以下7項目を設定したば項目1「日本史の勉
● 輝臨銀
'全
“
せ0,マ書
=●
0お
藝藤'機''轟'シ鐸
本は 〈    )の方針を維持しようと
るも,列数の五カから開国した。しか
。当時の困難情勢が有利に働き,清の場
とIよ違つて く    )は免れた。そ
》後,幕末の多くの人々の努力によつて,
(     )を迎えることとなつた。
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強は好きである」,項目2「日本史の勉強は大切だと思う」,項目3「日本史の授業の内容
はよく理解できている」,項目4「日本史の授業で学習したことを普段の生活の中で,活用
できないか考えている」,項目5「日本史の授業で学習したことは,将来,社会に出たとき
何かの役に立つと思う」,項目6「日本史の授業では,自ら進んで学習しようと努めている」,
項目 7「日本史の授業では,友達と協力して学び合 うように努めている」の項目について,
[4:当てはまる 3:どちらかといえば 当てはまる 2:どちらかといえば 当てはまらない
1:当てはまらない]の4件法で回答する形式で設定した。
また,項目1と項目2では,「その理由」を自由記述で回答する形式で設定した。
② 歴史的思考力に対する意識を把握する項目
歴史的思考力に関する意識を把握する項目として,以下5項目を設定した。項目1「日本
史の授業では,学ぶ目的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時の資料など)
をもとに,歴史上の出来事を学んでいる」,項目2「日本史の授業では,歴史上の出来事を
学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果やその当時の社会の様子などを考えている」 ,
項目3「日本史の授業では,歴史上の出来事について,自分なりにその出来事の価値 (良い
か悪いかなど)を評価 (判断)して考えている」,項目4「日本史の授業では,歴史上の対
立場面において,それぞれの立場の意見を理解し,それについて自分がどう思うかを述ベ
ることができる」,項目5「日本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその
主張の流れ,背後にある考え方などを批判的に見ている」の項目について,[4:当てはま
る 3:どちらかといえば 当てはまる 2:どちらかといえば 当てはまらない 1:当てはま
らない]の4件法で回答する形式で設定した。
③ :CT a3に対する親和性を把握する項目
ICT機器に対する親和性を把握する項目として,以下6項目を設定した。項目1「コンピ
ュータやタブレットを使用した授業は,分かりやすいと思う」,項目2「自分が使うことの
できる,コンピュータやタブレットを持っている」,項目3「自分が使うことのできる,ス
マートフォンを持つている」,項目4「自学自習において,コンピュータやタブレットを使
用している」,項目5「自学自習において,スマートフォンを使用している」,項目6「WindOws
の操作には慣れている」の項目について,[1:はい 2:いえ]で回答する形式で設定し
た。
①～③をまとめ,作成した調査票を作成した調査票を図Ⅳ‐8に示す。
(0 事後評価項目
実践後の生徒の日本史の授業に対する意識,歴史的思考力に対する意識,「史考ツール」
全般に対する意識,「史考ツール」の各シートに対する意識,授業全体の感想を把握する
ため,それぞれの事後評価項目を設定した。
① 日本史の授業に対する意識を把握する項目
日本史に対する意識を把握する項目として,以下7項目を設定した。項目1「日本史の勉
強は好きである」,項目2「日本史の勉強は大切だと思う」,項目3「日本史の授業の内容
はよく理解できている」,項目4「日本史の授業で学習したことを普段の生活の中で,活用
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できないか考えている」,項目5「日本史の授業で学習したことは,将来,社会に出たとき
何かの役に立つと思う」,項目6「日本史の授業では,自ら進んで学習しようと努めている」,
項目 7「日本史の授業では,友達と協力して学び合 うように努めている」の項目について,
[4:当てはまる 3:どちらかといえば 当てはまる 2:どちらかといえば 当てはまらない
1:当てはまらない]の4件法で回答する形式で設定した。
② 歴史的思考力に対する意識を把握する項目
歴史的思考力に関する意識を把握する項目として,以下5項目を設定した。項目1「日本
史の授業では,学ぶ目的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時の資料など)
をもとに,歴史上の出来事を学んでいる」,項目2「日本史の授業では,歴史上の出来事を
学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果やその当時の社会の様子などを考えている」,
項目3「日本史の授業では,歴史上の出来事について,自分なりにその出来事の価値 (良い
か悪いかなど)を評価 (判断)して考えている」,項目4「日本史の授業では,歴史上の対
立場面において,それぞれの立場の意見を理解し,それについて自分がどう思うかを述べ
ることができる」,項目5「日本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその
主張の流れ,背後にある考え方などを批判的に見ている」の項目について,[4:当てはま
る 3:どちらかといえば 当てはまる 2:どちらかといえば 当てはまらない 1:当てはま
らない]の4件法で回答する形式で設定した。
③ 「史考ツール』全般に対する意識を把握する項目
「史考ツール」全般に対する意識を把握する項目として,以下3項目を設定した。項目1
「『史考ツール』を使用することで,勉強する意欲が高まった」,項目2「『史考ツール』
を使用することで,授業に楽しく参加することができた」,項目3「『史考ツール』を使用
することで,歴史事象を思考する力が身についた」の項目について,[4:当てはまる 3:
どちらかといえば 当てはまる 2:どちらかといえば 当てはまらない 1:当てはまらない]
の4件法で回答する形式で設定した。
④ 『史考ツール」の各シー トに対する意臓
「史考ツール」の各シートに対する意識を把握する項目として,以下8項目を設定した。
項目1「事実判断シー トは,使いやすいと思つた」,項目2「事実判断シー 、は,思考する
ことに役立つと思つた」,項目3「小推論シー トは,使いやすいと思つた」,項目4「小推
論シー トは,思考することに役立つと思つた」,項目5「大推論シー トは,使いやすいと思
つた」,項目6「大推論シー トは,思考することに役立つと思つた」,項目7「価値判断・
意思決定シー トは,使いやすいと思つた」,項目8「価値判断・意思決定シー トは,思考す
ることに役立つと思つた」の項目について,[4:当てはまる 3:どちらかといえば 当て
はまる 2:どちらかといえば 当てはまらない 1:当てはまらない]の4件法で回答する形
式で設定した。
⑤ 授業全体の感想を把握する項目
「あなたは,授業全体を通して, どのような感想を持ちましたか。自分の考えを自由に
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記述して下さい。」として,自由記述で回答する形式で設定した。
①～⑤をまとめ,作成した調査票を作成した調査票を図Ⅳ‐9に示す。
図V-8 事前調査紙
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4.3 実践の結果と考察
4.3.1 実践対象者の状況
(1)日本史の授業に対する意識
実践前の日本史の授業に対する意識の集計を表 IV‐1に示す。その結果,平均値は「日本
史の授業の内容はよく理解できている」(3.31)が最も高く,次に「日本史の勉強は大切だと
思う」 (2.97)が続いた。一方,「日本史の授業で学習したことを普段の生活の中で,活用
できないか考えている」 (2.11),「日本史の授業では,友達と協力して学び合うように努
めている」 (2.37)の平均値は低かつた。
これらのことから,本実践対象の生徒 (以下,生徒と略称)は, 日本史の学習に対して
必要性を感じており,学習内容の理解もしている傾向が示された。一方で,授業では協力
して学び合うことは少なく,実生活での日本史の有用性は低いと考えている傾向が示され
た。
表Ⅳ-1 日本史の授業に対する意識
項 目
日本史の勉強は好きである
日本史の勉強は大切だと思う
日本史の授業の内容はよく理解できている
日本史の授業で学習したことを普段の生活の中で,活用できないか考えている
日本史の授業で学習したことは,将来,社会に出たとき何かの役に立つと思う
日本史の授業では,自ら進んで学習しようと努めている
日本史の授業では,友達と協力して学び合うように努めている
n=38
4件法
② 歴史的思考力に対する意識
歴史的思考力に対する意識の集計を表IV2に示す。その結果:平均値は「日本史の授業
では,学ボロ的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時の資料など)をもとに,
歴史上の出来事を学んでいる」 (3.05)が最も高く,「日本史の授業では,歴史上の出来事
を学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果やその当時の社会の様子などを考えている」
(2.76)が続いた。一方,「日本史の授業では,歴史上の対立場面において,それぞれの立
場の意見を理解し,それについて自分がどう思うかを述べることができる」 (2.42),「日
本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその主張の流れ,背後にある考え
方などを批判的に見ている」 (2.13)の平均値は低かつた。
これらのことから,生徒は単に歴史事象を学ぶことはできている傾向が示された。一方
で,学んだ歴史事象から自分の考えを持つこと,歴史事象を批判的に捉えることを苦手と
している傾向が示された。
?
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表Ⅳ-2 歴史的思考力に対する意識
日本史の授業では,学ぶ目的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時
の資料など)をもとに,歴史上の出来事を学んでいる
日本史の授業では,歴史上の出来事を学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果
やその当時の社会の様子などを考えている
日本史の授業では,歴史上の出来事について,自分なりにその出来事の価値 (良
いか悪いかなど)を評価 (判断)して考えている
日本史の授業では,歴史上の対立場面において,それぞれの立場の意見を理解
し,それについて自分がどう思うかを述べることができる
日本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその主張の流れ,背後
にある者力方かだを壮当l的に甲.ている
2.76
2.42
2.13
0.79
0.79
??
③
・ICT機器に対する親和性
ICT機器を用いる授業実践を行うにあたつて,実践前のICT機器に対する親和性の集計
を表 IV‐3に示す。その結果,コンピュータやタブレットを使用した授業に対して,全体の
7割の生徒が分かりやすいと考えている。また,コンピュータやタブレットは,全体の半数
が所有している (55。3%)。スマー トフォンは,ほぼ全員が所有しており (97.4%),「青
少年のインターネット利用環境実態調査」の平成27年度における高校生のスマートフォン
所有 。利用率 (93.6%)を上回つている7"。自学自習においては,コンピュータやタブレッ
トを使用している生徒は少ない (18.4%)。一方で,半数の生徒が,スマー トフォンを使用
している(50.0%)。「Windowsの操作には慣れている」は「はい」の回答が少ない(26.3%)。
これは,Windowsを利用しての文字入力など基本的な能力の把握を意図した項目であつた
が,生徒はWindonrsを利用した高度な能力を想定した質問項目であると認識し,控えめに
回答したためであると推察される。現実においては,学校のパソコンのOSはWindows(マ
イクロソフト社)であり,生徒はWindowsの基本的な操作には慣れているといえる。
これらのことから,コンピュータやタブレットを使用する授業に肯定的な考えを持つて
いる生徒が多い傾向が示された。また,スマー トフオンの所有率は高く,親和性は高い傾
向のあることが示された。
表Ⅳ-3 1C丁機器に対する親和性
項目                   はい いいえ
コンピュータやタブレットを使用した授業は,分かりやすいと思う      29(76.3%)9(23.7%)
自分が使うことのできる,コンピュータやタブレットを持っている
自分が使うことのできる,スマー トフォンを持っている
自学自習において,コンピュータやタプレットを使用している
自学自習において,スマー トフォンを使用している
21(55.3%)17(44.7%)
37(97.4%) 1(2.6%)
7(18.4%)31(81.6%)
19(50.0%)19(50.0%)
10(26.3%)28(73.7%)Whdowsの操作には慣れている
n=38
2件法
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4.3.2 実践の様子
(1)第1時 江戸初期の鎖園へ至る外交政策を学習する
第 1時では,鎖国へ至る外交政策に関する歴史事象を考察させること,事実判断,推論 ,
価値判断,意思決定を習得させることをねらいとして授業を行つた。
これまで,知識習得が中心の歴史の授業を受けてきた生徒であつたため,歴史的思考力
を高める授業を行 う前に,歴史的思考力の捉え方や考え方などを押さえ,今後の授業がど
のような流れになるのかを伝えた。また,一人ひとりの学習だけにとどまらず,グループ
での学習や話し合いを取り入れていくことを示した。
授業の内容は,全てパワーポイントで自作したものをスクリーンに写して進めた (図Ⅳ
‐10)。まず,歴史の授業は暗記するだけではないということを押さえた。そして,知識習
得と対応する形で,事実判断,推論,価値判断,意思決定という歴史的思考力の内容を説
明した。表現自体は難しいものであったが,領きながら真倹1に聞いている姿が見られ,こ
ちらの意図することは十分に伝わったようである。
次に,「史考ツール」についての説明を行つた。生徒が入力するシー トである,事実判
断シー ト,小推論シー ト,大推論シー ト,価値判断・意思決定シー トをスクリーンに表示
した。続けて,実際に操作している動画キャプチャーを見ながら説明をした。
そして,これまで学習してきた範囲である鎖国に関する歴史事象の「史考ツール」を活
用した分析を提示し,復習を行つた。
残り時間でタブレットPCに触れる時間をとつた。学校の授業でデスクトップ型のパソコ
ンを使用することはあつても,授業でタブレットPCを使用することは初めてのことであり,
高い関心を持っている様子が見られた。授業の様子を図Ⅳ‐11に示す。
次回から自分たちで「史考ツール」を使つて,歴史事象の考察を行うことを予告して ,
授業を終えた。
② 第2時 事実判断を中心に,江戸末期の開ロヘ至る外交政策を学習する
第 2時では,幕末におけ|るロシアとアメリカの日本への接近に関する歴史事象を考察さ
せること,事実判断,推論により,思考・判断させることねらいとして授業を行つた。
まず,歴史事象を教科書,副読本,用語集プリントから自分で分析していくことを説明
した。リンク集シー トからインターネットの参考ページを閲覧することも可能であること
も付けカロえた。
歴史事象を分析することは,アンパンマンを事例とした見本の提示を行つた。そのスラ
イ ドを図ⅣⅢ12に示す。生徒からは一部で笑いも起こり,和やかな雰囲気となり,リラック
スして歴史事象の分析に取り組むことができたようである。
そして,グループにあらかじめ割 り当てられている4,5個の歴史事象をグループ内の誰
が担当するかを決めた。そして,各自が担当する歴史事象の分析に取り掛かった。まずは,
プリントに記入して,その後,「史考ツール」の事実判断シー トに入力をするように指示
した。初めは各自で取り組み始めたが,その後,どのグループにおいても「これは,こう
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だろう」というような話し合う様子があり,協働的な学習が見られた。
また,歴史事象の「Who」には,何が当てはまるのか困っている生徒がいた。そのため,
例えば,日米和親条約では,当事国としての「日本」と「アメリカ」を記入すれば良いと
いうことをア ドバイスした。また,「結果」についても,どのように書くのか困つている
生徒がいた。これに対しては,難しく長々と文章を書くのではなく,簡潔に要点だけをま
とめるようにア ドバイスした。それ以外の項目においては,分析の枠組み通 りに上手くで
きた生徒が多かつた。
「史考ツール」の事実判断シー トの入力では,タイピングが得意な生徒が中心となつて,
グループ内で協力しながら行 う様子が見られた。生徒の入力した事実判断シー トと事実判
断シー トヘの入力の様子を図Ⅳ‐13,14に示す。
グループの枠を越えて,近くのグループに対して入力のアドバイスをする生徒も見られ
た。タブレットPCは,グループにつき一台の割 り当てだつたため,一人が入力している間,
ほかの生徒が入力できない時間があつた。そのため,グループとして入力に手間取つてし
まい,50分の限られた授業時間では厳しい状況も見られた。
次回の授業で,各自の歴史事象をグループ内で交流することを予告して,授業を終えた。
日Ⅳ-10 第1時で使用したパワーポイントのスライド
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図Ⅳ-12 アンバンマンを例にした事実判断の見本
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図Ⅳ-11 授業の様子
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図Ⅳ-13 生徒の入力した事実判断シー ト
(3)第3時 小推論を中心に,江戸末期の開国へ至る外交政策を学習する
第 3時では,幕末におけるロシアとアメリカの日本への接近に関する歴史事象の因果関
係を考察させること,推論,価値判断・意思決定により,思考 。判断させることをねらい
として授業を行つた。
アヘンの密輸を取り
締まった清にイギリ
スが戦争をしかけた
図Ⅳ…14 事実判断シー トヘの入力の様子
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まず,前回の授業で各自が取り組んだ歴史事象の分析について,グループ内で交流する
ことを説明した。その上で,それぞれの歴史事象のつながりや関係を分析していく小推論
を行 うよう指示した。
前回の授業において,生徒に好評であつたアンパンマンの事例を使つて,小推論の見本
を提示した。そのスライ ドを図Ⅳ‐15に示す。頷きながら話を聞く生徒も見られ,小推論で
何をするかがはつきりと理解できたようであつた。
グループでの交流が始まると,どのグループも活発な意見交換となつた。グループでの
交流の様子を図Ⅳ‐16に示す。話すことが苦手な生徒も自分の歴史事象については,話をし
なければならない状況があるため,誰もが 1回は発言する機会が生まれた。続けて,各歴
史事象の関係をそれぞれの意見を交流しながら考えを深めていつた。生徒の入力した小推
論シー トを図Ⅳ‐17に示す。
ラックスマン来航からフヴォストフ事件までを担当したグループは「ラックスマンが長
崎入港を許可する証明書を受けて帰国し,レザノフがそれを持ち来航したが,日本は『開
国』しなかつた。しかし,日本沿岸に外国船が頻繁に出現するようになり幕府は穏便な帰
帆のため撫仙令を出した。結果的に,ロシア船が幕府の施設などを破壊したことにより撫
位令を撤回した。」というような小推論を完成させた。
フェー トン号事件から蛮社の獄までを担当したグループは「フェートン号事件は,異国
船打払令の一因になり日本は強硬姿勢に変わつた。強硬姿勢に変わつたことで松前藩の南
部藩士がゴローウニンを捕らえ,それによリロシアと日本の関係が悪くなる,その後,ロ
シアから釈放された高田屋喜兵衛の努力によリゴローウニンの釈放と同時にロシアとの関
係も改善した。フェー トン号事件に続くイギリス人の通商要求に対する対応措置として異
国船打払令が出され,それによリアメリカ船モリソン号を砲撃したため逆に砲撃された。」
というような小推論を完成させた。
産業革命からマンハッタン号までを担当したグループは「英は産業革命によって清にア
ヘン戦争で勝利した。日本はその戦争を機に,ヨー ロッパ諸国に恐怖を覚え,異国船打払
い令を緩和し薪水給与令を出すことで,無意味な戦いをさけた。それによつて,漂流民を
乗せたアメリカ船を攻撃せずに済んだ。漂流民を送り届けたアメリカに日本は補給物資を
贈つた。」というような小推論を完成させた。
ビッドル来航からクリミア戦争までを担当したグループは「日本が鎖国をしていた中,
1846年,アメリカのビットルが来航し通商を要求したが,鎖国を理由に拒否された。1853
年, ヨー ロッパ諸国内でクリミア戦争が起こつた。その後,アメリカは,ビットルの経験
をいかし,1853年にペリー が来航し日米和親条約を結び,日本の開国に成功した。また同
年,ロシアのプチャーチンが来航し条約を締結した。」というような小推論を完成させた。
日米和親条約締結から関税自主権の喪失までを担当したグループは「1853年,ペリー が
神奈川の近くの横浜村に来航した。そして,アメリカと日米和親条約を結び,開国した。
その 4年後,日米修好通商条約を結んだ。その結果,関税自主権の喪失,領事裁判権を容
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認 したことで, 日本の国権を侵害した。」というような小推論を完成させた。
これらの小推論から,生徒は歴史事象のつながりやその因果に気づいていたと考えられ
る。次回の授業では,各グループの小推論をクラス全体で交流すること,それに続けて大
推論,価値判断,意思決定を行 うことを予告して,授業を終えた。
図Ⅳ-15 アンパンマンを例にしたJ 推ヽ論の見本
図Ⅳ-16 グループで小推論を交流している様子
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0 第4時 大推論と価値判断・意思決定を中心に,江戸末期の開国へ至る外交政策を学
習する
第4時では,幕末におけるロシアとアメリカの日本への接近を俯敵的に考察させること,
価値判断・意思決定により,思考・判断させることをねらいとして授業を行つた。
まず,本時でまとめとなることから,これまでに学習してきた軌跡を簡単にたどつた。
そして,各グループの小推論をスクリーンに写し,グループの代表者が発表した。続けて,
各グループの小推論の発表を受けて,グループで大推論に取り掛かつた。どのような言い
方にするか各自が意見を出し合いながら,グループとしての意見をまとめていつた。短い
時間であつたが, どのグループも入力までスムーズにいくことができた。生徒の入力した
大推論シー トを図Ⅳ‐18に示す。そして,入力されたものをスクリー ンに移しながら,グル
ープの代表者が発表を行つた。代表者による発表は堂々としたもので,聞いている生徒も
真剣な表情であった。
生徒がグループで考えた大推論は「最初は海外諸国を恐れていなかったが,つよさをみ
せつけられて従 うことにした。」,「外国に振 り回され日本にとつて良くない状況の方が
多かった。」,「日本は長く続いた鎖国を海外諸国の情勢によつてやめることを強いられ
た。要するに日本は海外の力にビビつた。」,「最初は鎖国体制を強気に行っていたが,
国民の批判や清の敗北をきつかけに異国船に対する対応が変化 していつた。」,「日本は
長い間鎖国をしていたが外国船の来航と共に鎖国体制は終わつた。そしてアメリカと不利
益な条約を結ばされ日本は苦しむことになった。」というようなものであつた。これらの
大推論から,生徒はこれまでの小推論を踏まえて,大きく歴史を見渡すことができていた
と考えられる。
薪水と食料を渡し引き上:素
図Ⅳ-17 生徒の入力した小推論シー ト
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次に,歴史的論争問題として「幕府 (国)力｀,海外との交流を制限した政策をどう考え
るか。」について,グループで考えさせた。そして,グループの意見を「史考ツール」を
使つて瞬時に集約し,スクリーンに提示して,クラス全体で共有した。グループで価値判
断や意思決定が見事に分かれ,クラスとして共有する際は,どちらの意見や考えも尊重す
る雰囲気が自然に醸成されていたように感 じる。生徒の入力した価値判断 。意思決定シー
トを図Ⅳ‐19に示す。また,価値判断・意思決定シー トを集約してグラフ化したシー トを図
Ⅳ‐20に示す。歴史的論争問題に対する肯定の割合は60%,否定の割合は40%であった。
肯定側の意見としては「鎖国を通して苦しめられたが結果的には戦争もなくいい方向に日
本が発展していつた。」,「鎖国をしたことにより外国との トラブルをおさえることがで
きたから。」,「海外との争い事にならなかつた。日本の文化を守れた。」というような
ものであった。否定側の意見としては「鎖国をしなければもつと海外情勢を知ることでき,
異国船打払い令をださずとも違つた対応ができビビらずに済んだ。日本が他国より遅れる
こともなかつた。」「自ら開国をしていたら,不平等な条約を結ぶことはなかつたし,近
代化も早く進んでいたと思われるから。」というようなものであった。これらの価値判断・
意思決定から,生徒は歴史的論争問題に対して,これまでの学習をもとに,自分たちでそ
の良し悪しを考え,その上で肯定か否定かの判断をすることができていたと考えられる。
本時の最後には「歴史は知識として知つておくことも大事である。しかし,歴史事象は
解釈の仕方が様々であることは,今日までの「史考ツール」を使つた授業で何となく感 じ
たと思う。そして,そのような歴史の認識や立場の違いから価値判断や意思決定において
も,今日の授業でこのクラスの意見が三分されたように,さまざまな考えがあるのがこの
世の中である。」というような話をして全ての授業を終えた。
4.3.3 実践の評債
(1)日本史の授業に対する意識
本実践における日本史の授業に対する意識の調査結果の集計を表 IV‐4に示す。その結果,
平均値は「日本史の授業の内容はよく理解できている」(2.9→が最も高く,次に「日本史の
勉強は大切だと思う」 (2.92)が続いた。一方,「日本史の授業で学習したことを普段の生
活の中で,活用できないか考えている」 (2.08)の平均値は低かった。
これらの各項目について,実践の前後の平均値を比較した (表 IV‐5)。その結果,「日
本史の授業では,友達と協力して学び合 うように努めている」において,事前よりも事後
の平均値が有意に高いことが示された。一方,「日本史の授業内容はよく理解できている」
において,事後よりも事前の平均値が高い傾向にあることが示された。
これらのことから,本実践により,グループでの活動による協働的な学習ができたこと
が推察される。また,協働的な学習を通して,生徒はこれまで日本史の授業内容を理解 し
ているつもりであつたが,本当に理解できていないことが認識できたのではないかと考え
られる。一方,実践前の課題であつた実生活での日本史の有用性は低いとの考えに対して
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効果を上げることはできていない状況である。
図Ⅳ-19 生徒の入力した価値判断・意思
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図Ⅳ-18 生徒の入力した大推論シー ト
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表Ⅳ-4 事後調査における日本史の授業に対する意識
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図Ⅳ-20 価値判断・意思決定のグラフ化シー ト
項 目
日本史の勉強は好きである
日本史の勉強は大切だと思う
日本史の授業の内容はよく理解できている
日本史の授業で学習したことを普段の生活の中で,活用できないか考えている
日本史の授業で学習したことは,将来,社会に出たとき何かの役に立つと思う
日本史の授業では, 自ら進んで学習しようと努めている
271
292
2.95
208
2.74
2.58
263
087
0.82
0_73
0.78
0_86
072
0.82
n=38
4件法
日本史の授業では, と協力して学び合 うように努めてい
表Ⅳ-5 日本史の授業に対する意識の事前事後の平均値の比較
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(2)歴史的思考力に対する意識
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本実践における歴史的思考力に対する意識の集計を表IV6に示す。その結果,平均値は
「日本史の授業では,学ぶ目的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時の資料
など)をもとに,歴史上の出来事を学んでいる」(3.11)が最も高く,「日本史の授業では,
歴史上の出来事を学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果やその当時の社会の様子など
を考えている」 (2.74)が続いた。
これらの各項目について,実践の前後の平均値を比較した (表 IV‐7)。その結果,「日
本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその主張の流れ,背後にある考え
方などを批判的に見ている」において,事前よりも事後の平均値が有意に高いことが示さ
れた。ほかの項目において,有意な差は見られなかつた。
これらのことから,本実践により,生徒は自分で歴史事象を分析し,自分自身でその歴
史事象を捉えることができるようになったと考えられる。
表
「
-6 事後調査における歴史的思考力に対する意臓
日本史の授業では,学ぶ目的に合つた資料 (今勉強している内容に関係する当時
の資料など)をもとに,歴史上の出来事を学んでいる
日本史の授業では,歴史上の出来事を学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果
やその当時の社会の様子などを考えている
日本史の授業では,歴史上の出来事について,自分なりにその出来事の価値 (良
いか悪いかなど)を評価 (判断)して考えている
日本史の授業では,歴史上の対立場面において,それぞれの立場の意見を理解
し,それについて自分がどう思うかを述べることができる
日本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその主張の流れ,背後  2.45にある考え方などを批判的に見ている
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表F-7 歴史的思考力に対する意識の事前事後の平均性の比較
本史の授業では,学ぶ 目的に合つた
の資料など)をもとに,歴史上の出来事を学んでいる
日本史の授業では,歴史上の出来事を学ぶとき,その出来事の原因,条件,結果
やその当時の社会の様子などを考えている
日本史の授業では,歴史上の出来事について,自分なりにその出来事の価値 (良
いか悪いかなど)を評価 (判断)して考えている
日本史の授業では,歴史上の対立場面において,それぞれの立場の意見を理解
し,それについて自分がどう思うかを述べることができる
日本史の授業では,歴史上の出来事に関する様々な主張やその主張の流れ,背後
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(0 『史考ツール」全般に対する意識
本実践における「史考ツール」全般に対する意識の調査結果を集計した (表 IV‐8)。そ
の結果,いずれの項目の平均値も3.0を超える高い数値となった。最も平均値が高いものは,
「『史考ツール』を使用することで,授業に楽しく参加することができた」 (3.39)であつ
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た。
これらのことから,「史考ツール」の活用に対して肯定的な意見を持つ生徒が多いとい
う傾向が示された。
表Ⅳ-8 『史考ツール」全般に対する意識
項目                    平均 SD
「史考ツールJを使用することで,勉強する意欲が高まつた           3.21    0.81
「史考ツール」を使用することで,授業に楽しく参加することができた
「史考ツール」を使用することで,歴史事象を思考する力が身についた
3.39       0.68
3.21       0.62
n〓38
4件法
次に,「史考ツール」全般に対する意識と日本史の授業に対する意識との相関係数を求
めた。その結果を表Ⅳ‐9に示す。その結果,「『史考ツール』を使用することで,勉強す
る意欲が高まった」,「『史考ツール』を使用することで,勉強に楽しく参加することが
できた」と「日本史の勉強は好きである」「日本史の授業の内容はよく理解できている」
との間には中程度の相関 (FO.47～0.52)が見られた。
これらのことから,「史考ツール」を活用することは, 日本史の好感度や理解度に影響
することが示された。
表W-9 『史考ツール』全般に対する意識と日本史の授業に対する意識との相関係数
「史考ツールJを使用 「史考ツールJを使用 「史考ツールJを使用す
することで,勉強する することで,授業に楽 ることで,歴史事象を思
まつた    しく参加することがで 考する力が身についた
日本史の勉強は大切だと思 う
日本史の投薬の内容はよく理解できている
日本史の授業で学習 したことを普段の生活の中で,活用できないか考えている
日本史の授業で学習 したことは,将来,社会に出たとき何かの役に立つと思 う
日本史の授業では,自ら進んで学習 しようと努めている
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0 「史考ツールJの各シー トに対する意識
本実践における「史考ツール」の各シー トに対する意識の調査結果を集計した(表IV‐10)。
その結果,いずれの項目の平均値も3.0を超える高い数値となった。「小推論シー トは,思
考することに役立つと思つた」 (3.45),「大推論シー トは,思考することに役立つと思つ
た」 (3.45)力最｀も高い平均値であつた。次に,「事実判断シー トは,思考することに役立
つと思った」 (3.42)であつた。
これらのことから,「史考ツール」の各シー トは,歴史的思考力を高めることに効果が
あると考える生徒の多い傾向が示された。
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Ⅳ-10 「史考ツールJの各シー トに対する意識
項目                   平均 SD
事実判断シー トは,使いやすいと思った                    3.21    0.74
事実判断シー トは,思考することに役立つと思つた
小推論シー トは,使いやすいと思った
小推論シー トは,思考することに役立つと思つた
大推論シー トは,使いやすいと思つた
大推論シー トは,思考することに役立つと思った
価値判断 。意思決定シー トは,使いやすいと思つた
価値判断・意思決定シー トは,思考することに役立つと思つた
日 8
4件法
4.3.4 本実践に対する生徒の感想
本実践に対する生徒の感想を,タブレットPCを使用した授業について,「史考ツール」
を活用した授業について,歴史的思考力について,グループでの学習について,授業全体
について,改善点についての各観点から整理した。
(1)タブレットPCを使用した授業について
タブレットPCを使用した授業については,以下のような感想が得られた。
。 「タブレットPCを使 うことで普通の授業よりも集中でき,より楽しく授業を受けるこ
とができたと思います。自分で調べて書くので理解もしやすかつたです。」
。 「私はパソコンなどを使つて普通のこういつた日本史などの座学を学んだことがなか
ったので, とても好奇心も高まり,楽しく授業をすることができました。」
。 「タブレットを使つてする授業が初めてなので,一つ一つの授業が楽しかったです。
また,考えることについて普段の授業より自分たちで意見をまとめることが多く,考
える力になつたのかなと思いました。ありがとうございました。」
。 「歴史を勉強することはあまり大切には思わないが,それでも歴史が好きなので今回
の授業では,とても楽しくすることができたので,良かつたと思います。色々な科目
でもこのようなことをしたいです。」
。 「タブレットを使つた授業はとても新鮮でした。いつもと違 う形の授業で分かりやす
かったので,とても良かつたと思います。」
。 「タブレットPCを使 うという今までにない授業で,とても楽しかった。話をしないと
いけなかったからコミュニケーションカもついたと思う。」
。 「今後,全ての授業でノー トパソコンやタブレットを使つた授業をしたいと思う。ま
た,このようなものを使うことで,授業で寝るといつた行為がなくなると思った。」
。 「今までやってきた歴史の授業の中で,一番興味がわく授業だったのでしっかり集中
してできた。タブレットを使 うので,より楽しんでしつかりと勉強できた。」
。 「タブレットを使 うことで他の班の意見を見れて良かったです。」
。 「タブレットの授業は初めてでとても新鮮でした。とても楽しかったです。機会があ
3.42
3.26
3.45
3.29
3.45
3.37
3.39
0.60
0.72
0.60
0.69
0.55
0.63
0.59
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ればまたやってみたいです。」
このような感想が全体の26%(10人)から得られた。タブレットPCを使うことで楽し
く授業に取り組めたと感じる感想が多く見受けられた。
これらのことから,タブレットPCを使用した授業を肯定的に捉え,楽しみながら授業に
臨めた生徒の多い傾向が示された。
(2) 『史考ツールJを活用した授業について
「史考ツール」を活用した授業については,以下のような感想が得られた。
。 「タブレットで『史考ツール』を使用した授業展開は自分にとっては,非常に新鮮で,
楽しく授業ができたので, とても良かったです。」
。 「『史考ツール』を使うことで,普段とは違つた授業ができて楽しかったです。歴史
について違った見方があると分かつた。」
。 「自分で意見をまとめたりして楽しかったです。タブレットを使う授業は,今までな
かったので,良かったです。」
。 「初めてアプリを使つた授業をして,ノー トも書かずに発表や意見を出し合うことが
できて,良かつたです。」
。 「授業でアプリを使いながらすることがこれからないと思うので,いい機会になつた。」
。 「普段では使わない『史考ツール』を使って楽しみながら,できたので良かったと思
います。」
。 「最初は日本史の授業がそんなに好きではなかったが,今回の『史考ツール』を使う
ことで日本史の勉強が好きになつた。」
このような感想を全体の 18%(7名)から得られた。「史考ツール」を使うことで日本
史が好きになったというような感想が見られるなど,「史考ツール」を肯定的に評価する
感想が多かつた。
このことから,生徒にとつて「史考ツール」を活用した授業は,これまでになかった新
鮮な授業形態で,情意面に良い効果をもたらす傾向のあることが示された。
③ 歴史的思考力について
歴史的思考力については,以下のような感想が得られた。
・ 「日本史の歴史事象について,自分で考えることがなかつたので,今回の授業では,
自分で考えて歴史事象をより深く理解できたと思うので良かつたです。」
。 「普段の授業よりも自分たちで考えたりすることができて,とても楽しくできたし,
より頭に入りやすかったです。」
。 「今までの授業では,覚えるだけだつたものも一つレベルアップして価値判断をする
のはとても良いと思いました。これからも自分なりに歴史事象に対して意見を持って
いきたいです。」
。 「今回の授業は,自分で調べたり,自分で意見を考えたりして,とても勉強になりま
した。」
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。 「普段の授業では,暗記が多いので,自分で考えるというのは新鮮でした。他の人の
意見をきいて,自分と違う意見が聞けて面白かつたです。」
このような感想を全体の 13%(5名)から得られた。自分考えることでより深く理解で
きたという感想が見られるなど,歴史的思考力を肯定的に捉える感想が多かつた。
このことから,歴史授業において,暗記することではなく,歴史的思考力を意識 して,
自分で考えることの重要性を認識した生徒の多いことが示された。
④ グループでの学習について
グループでの学習については,以下のような感想が得られた。
。 「自分の意見を自分の中だけで終わらせるのではなく,他人と共有することで,新し
い考え方や発見がありました。楽しく授業を受けられて良かつたです。」
。 「自分たちで考えて行動することで,頭に入つてきて,良かつたです。」
。 「自分で調べて考える力がついた。皆の調べた内容を知ることができて良かった。」
。 「みんなの意見をきいてまとめたり普段できないことをしていたので,楽しかったの
と頭に入りやすいので,とても良かつた。」
。 「グループになって話し合つたりすることで,自分の意見だけでなく,みんなの意見
を聞けたりできたので,そこは良かつたと思いました。」
このような感想を全体の 13%(5名)から得られた。他の人と意見を共有することを肯
定的に捉える感想が多かつた。
このことから,グループでの学習は,情意面に良い効果を与えるだけでなく,内容の理
解にも良い効果のあることが示された。
(5)授業全体について
授業全体については,以下のような感想が得られた。
。 「いつもと違 う形の授業で,とても理解 しやすく現代社会をもつと学びたいと思いま
した。」
。 「普段の授業ではしないことをして,とても集中できたし,普通の授業より楽しんで
できた。自分で調べたことや意見が残つたので良いと思った。」
。 「この授業は楽しかつたです。そして,全体では日本人の考え方や歴史を学べ,いい  ′
勉強になりました。」
このような感想を全体の8%(3名)から得られた。
このことから,生徒は楽しく授業に取り組めた傾向のあることが示された。
(6)改善点について
改善点については,以下のような感想が得られた。
。 「授業におもしろみがあり,全体の意見も出しやすかつたので良かったが,パソコン
の使用方法などで戸惑い,授業ペースが遅くなりそうだと思えた。」
。 「いつもの座学もいいけど,たまにはこういう授業もいいなと思いました。使い方が
いまいち分かりませんでした。」
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。 「いつもと違った方法で社会の授業ができて新鮮な感 じがしてあきずに授業を受ける
ことができた。パソコンに入力する時間がもつたいない。」
。 「内容的には良かつたが,勉強しているところがあまり理解 しづらい。」
。 「何をやつているのかよくわからなかつた。授業効率としては悪いと思 う。"ユニー
クな授業"としては,良かったと思 う。」
。 「タブレットやパソコンの授業でスクリーンに映つていたのは,文字ばかりだし,紙
にまとめるとなると一つの場所に多くの文字でまとめるので,テス ト勉強がしにくい
と思つた。」
。 「僕自身が特定の人としか話さないということもあり,班で行つた授業ではあまり協
力的に学べなかつた。」
。 「タイピングがあまり早くできないので,そこが問題だと思つた。」
このような感想を全体の21%(8名)から得られた。タブレットPCや「史考ツール」
の操作性の課題,グループ学習の課題などが見られた。
このことから,実践にあたり,タブレットPCや「史考ツール」の操作について十分に説
明することや,タイピングなどの生徒の基本的スキルを把握する必要性のあることが示さ
れた。また,グループでの学習の進め方にも工夫が必要であることが示された。
4.3.5 参観教員による評薔
(1)評価項目
本実践に対して,参観 した教員 (17名)からの評価を行つた。評価項目は「史考ツール」
に関する意識を把握するために,以下3項目を設定した。項目1「学習意欲を高める効果が
あると感じた」,項目2「思考力を高める効果があると感じた」,項目3「協働学習を促す
効果があると感 じた」の項目について,[4:当てはまる 3:どちらかといえば 当てはま
る 2:どちらかといえば 当てはまらない 1:当てはまらない]の4件法で回答する形式で
設定した。また,感想を自由記述で回答する形式で設定した。
作成した調査票を図Ⅳ‐21に示す。
…
2とちら|・といえば当てはまらない    :“てはよらない
②口●力t萬●るnRがあると●した       0    3
●2●●学●t■
'珀
日,おうと
`し
た        4    3
図Ⅳ-21 参観した教員に対する調査紙
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② 結果
評価結果を表 IV‐11に示す。その結果,どの項目においても平均値は3.0以上となり高い
結果が得られた。
これらのことから,参観 した教員は「史考ツール」を用いた本実践に対して肯定的な捉
え方をしている傾向が示唆された。
表Ⅳ-11 参観した教員の意識
項目                   平均   SD
学習意欲を高める効果があると感じた                   3.47   0.62
思考力を高める効果があると感じた
協働学習を促す効果があると感じた
3.47     0.72
3.53     0.51??
また,自由記述として「一度,歴史の流れを押さえてから,その中にある課題について,
探究するにはすごく面白いツールだと思う。時として,ICrを活用するのは刺激があつて
いいですね。」,「私も授業でICTを活用していますが,生徒の分までネットや機器が無
いので,英語作文をさせたときなど,意見を求める際に時間がかかつてしまつたりします。
先生のような活用や環境が揃えば,生徒の意見をスムーズに集めることができるなと感じ
ました。」,「タブレットPCを触らない生徒がいて,自分の考えを上手く共有しているか
が気になりました。生徒は積極的に話し合いをしていて,I(rを使つている効果があると
思いました。」,「タブレットPCを使つて授業をすることに生徒は慣れていないため,使
いこなすまでは授業の内容が頭に入りにくいのかなと気になるところもありました。学習
意欲は高まると思います。協働学習に関しては,ながめているだけの子も見られたので,
その生徒に対する関わり方は考えていきたいです。」,「画期的な授業展開ですごく興味
を持ちました。」,「クラスの意見をすぐグラフ化できるのは,とても魅力的でした。」,
「生徒によつては,難しそうに者もいた。タブレットPCの操作は協働学習には効果的であ
る。」,「生徒の意見をすぐ集約でき,表示できるのが便利だと思いました。」などが得
られた。
これらのことから,参観した教員はタブレットPCの操作面での課題を指摘しつつも,授
業におけるタブレットPCの有用性を感じていたと考えられる。
4.4本章のまとめ
以上,第2章で構築した授業モデル及び第 3章で開発した学習アプリ「史考ツール」を
活用した実践を行い,歴史的思考力や「史考ツール」を活用した授業に対しての評価を行
った。その結果を以下に整理する。
1)日本史A単元「せまつてくる外国船 江戸時代の国際関係」における実践の結果,生
徒は各自で事実判断を行い,それをもとにグループで意見を出し合いながら小推論を行い
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それぞれのグループの小推論をもとに大推論などの学習の過程で,自分なりに歴史事象を
分析し,自分自身でその歴史事象を提えられるようになったことが示唆された。
2)同単元において,歴史的論争問題として「幕府は,貿易統制と禁教によつて『鎖国』
をした。」について,考察させたところ,外国との争いにならかつたことに着目した肯定
意見,不平等条約の締結したことに着目した否定意見が見られた。これらのことから,本
単元において,生徒は価値判断,意思決定などについて考えられるようになったことが示
唆された。
3)実践前後に実施した調査の結果,本実践によつて,グループでの協働的な学習が促さ
れる傾向のあることが示唆された。一方で,日本史の学習内容の理解度が低下した傾向の
あることから,本実践により,日本史の学習内容の理解が十分ではないという認識を生徒
が持つに至ったことが示唆された。
4)事後調査の結果では,「史考ツール」全般に対する意識と日本史の授業に対する意識
との間に有意な相関が見られたことから,「史考ツール」の使用が学習を情意面から支援
できていたことが示唆された。
このように,第2章で構築した授業モデル及び第3章で開発した学習アプリ「史考ツー
ル」を活用した歴史的思考力を育成する授業の実践が,グループでの協働的な学習を促し,
より深い日本史の理解をさせることに有効性があるものと確認された。
次章では,これまでに得られた知見を総括し,教育実践への示唆と今後の課題を展望す
る。
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第5章 結論及び今後の課題
5.1 本研究で得られた成果の整理
本研究の目的は,高校日本史Aにおいて,歴史的思考力の育成を目指す授業モデルの構築
及びそれを支援する学習アプリを開発し,その効果を実践的に検証することであった。本
.研究では,第2章から第4章において以下の成果を得た。
5。 1。1 歴史的思考力を育成する授業モデルの構築
第 2章では,第1章で検討した方向性に基づき,高校日本史Aにおいて歴史的思考力の
育成を図る授業モデルを以下の通り構築した。
1)さまざまな歴史的思考力の構成要素を比較した結果,歴史的知識との関係を明確に示し
ている梅津の歴史的思考力の構成要素の捉え方を選定した。
力 梅津の歴史的思考力の構成要素の捉え方に基づき,歴史的思考力の育成のために思考を
ガイ ドする思考ツールを作成した。
3)思考ツールを活用して,歴史的思考力の育成と歴史的知識の習得とを共に図ることがで
きるような授業モデルを構築した。
5。1.2 歴史的思考力を育成する学習アプリの開発
第3章では,第2章で構築した授業モデルを効率的に運用する学習アプリ「史考ツール」
を以下の通り開発した。
1)Excel VBAの機能により開発した学習アプリ「史考ツール」は,管理シー ト,事実判断
シー ト,事実判断集約シー ト,小推論シー ト,大推論シー ト (小推論集約シー ト),大
推論集約シー ト,価値判断 。意思決定シー ト,価値判断・意思決定集約シー ト,価値判
断 。意思決定グラフ化シー ト, リンク集シー トの10シー トで構成される。
2)DrOpboxのクラウドサービスの利用により,「史考ツール」のファイルの配布や集約を
一瞬にして行 うことができる。
3)そのための学習環境として,大型スクリー ン,プロジェクター,Wi‐Fiルーター,ディ
スプレイ,タブレットPCを用意した。
5.1.3 「史考ツールJを活用した歴史的思考力を育成する授業の実践とその評価
第4章では,第2章で構築した授業モデル及び第 3章で開発した学習アプリ「史考ツー
ル」を活用した実践を行い,歴史的思考力や「史考ツール」を活用した授業に対しての評
価を行つた。その結果を以下に整理する。
1)日本史A単元「せまってくる外国船 江戸時代の国際関係」における実践の結果,生
徒は各自で事実判断を行い,それをもとにグループで意見を出し合いながら小推論を行
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いそれぞれのグループの小推論をもとに大推論などの学習の過程で,自分なりに歴史事
象を分析 し, 自分自身でその歴史事象を捉えられるようになったことが示唆された。
2)同単元において,歴史的論争問題として「幕府は,貿易統制と禁教によつて『鎖国』
をした。」について,考察させたところ,外国との争いにならかつたことに着日した肯
定意見,不平等条約の締結したことに着日した否定意見が見られた。これらのことから,
本単元において,生徒は価値判断,意思決定などについて考えられるようになつたこと
が示唆された。
3)実践前後に実施した調査の結果,本実践によつて,グループでの協働的な学習が促さ
れる傾向のあることが示唆された。一方で,日本史の学習内容の理解度が低下した傾向
のあることから,本実践により,日本史の学習内容の理解が十分ではないという認識を
生徒が持つに至ったことが示唆された。
4)事後調査の結果では,「史考ツール」全般に対する意識と日本史の授業に対する意識
との間に有意な相関が見られたことから,「史考ツール」の使用が学習を情意面から支
援できていたことが示唆された。
5.2教育実践への示唆
以上に得られた本研究の成果から,教育実践への示唆として,次のことが指摘できる。
第一に,思考ツールを活用する授業の有効性である。本研究においては,教科書に記載
されている歴史事象を「暗記」することが中心の知識偏重型の歴史授業からの転換を目指
してきた。そこで,歴史授業で活用するための思考ツールを作成し,ICT化を図つた学習
アプリ「史考ツール」として授業実践を行つた。 「史考ツール」の活用により,生徒に歴
史事象に対する思考を促した。具体的には,歴史的思考力としての事実判断,推論,価値
判断,意思決定という思考を促 し,その過程の中で批判的思考を促すことを目指した。そ
の結果,事後調査における「史考ツール」の各シー トに対する役立ち感は,いずれの項目
の平均値も3.0を超える高い数値となつたことから,これらの歴史的思考力を高めることに,
一定の効果があつたと考えられる。生徒の感想の中に「歴史について違った見方があると
分かつた。」というものが見られたことから,歴史的思考力の中でも特に批判的思考が高
められ,自分で歴史事象を分析 して思考することの重要性を認識させることができたので
はないかと考えられる。教科書に記載されている歴史事象を教師がかみ砕いて説明する「暗
記」中心の歴史授業からの転換を目指している実践事例が多いことは,先行研究の中にお
いても確認された。本研究で作成した「史考ツール」は,ICTを活用した環境での使用を
想定している。しかし,歴史事象を生徒一人ひとりが分析するフィッシュボーンを参考に
作成した事実判断シー トは,それだけを単体でプリントアウトして活用することも十分可
能である。そのため,「史考ツール」は「暗記」に偏重しない歴史授業のための授業支援ツ
ールとして提案できるものと考えられる。
第二に,タブレットPCを利用したICT活用による協働的な学びを促進する授業形態の
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有効性である。本研究においては,学習アプリ「史考ツール」をタブレットPCで操作する
という実践を試みた。ほとんどの生徒はスマー トフオンを所持しており,ある程度使いこ
なしている。そのようなデジタルネイティブ (digital native)にとつて,タブレットPC
の活用は,授業をこれまで以上に魅力的にさせていく「見えない効果」があるのではない
かと考えられる。また,ICT活用によつて学力向上に高い効果があることは,先行研究に
おいて既に明らかにされている。通常の歴史授業においては,教師から生徒への一方通行
の歴史授業となつていることが多く,協働的な場面を設定することはなかなか難しい。ま
た,生徒の側も,一歩通行の歴史授業に慣れ切つてしまっており,協働的な学習場面が用
意されても,すぐに馴染めるものではないであろう。ここにおいて,タブレットPCの活用
は,新たな道を開く可能性を秘めているといえる。しかし,限られた人材,資源の中で,
歴史授業においてどのようにICT活用を普及させていくかを考えていく必要がある。
5.3 今後の課題
第一に,本実践は,1クラス38名のみを対象とした実践に留まり,限定的な授業実践で
あった点である。他のクラスでは,授業時間の制約もあり,授業計画の最後まで実践を行
うことができなかつた。したがって,本実践での成果は,限定的なものであると言わざる
を得ない。そのため,「史考ツール」を使用した授業の効果を検証するためには,授業時
間を十分に確保したうえで,多くのクラス,多くの生徒を対象とした実践を行い,その学
習効果を検証することが求められる。
第二に,第4章において,その効果測定の手法として比較実践法を用いていない点であ
る。本研究では,高校日本史Aにおいて,学習アプリ「史考ツール」を活用した実践を通
して,グループでの協働的な学習が促されたことや学習を情意面から支援できていたこと
を示した。しかし,これは実践における事前・事後の比較によるものである。「史考ツー
ル」を活用したことやタブレットPCを使用したことなど,普段の歴史授業とは異なった要
因が含まれている。したがつて,その要因のどちらが大きく作用したかが定かではない。
比較実験法は,教育現場における実践研究に必ずしもなじまず,倫理的な課題を有してい
ることは否めない。しかし,本研究における学習効果を的確に把握するためには,今後,
比較実験法による検討も視野に入れていく必要があると考えられる。
第二に,学習アプリ「史考ツール」を改良する余地がある点である。「史考ツール」は,
生徒から総じて高い評価を得られた。しかし,「使い方がいまいち分かりませんでした」
との感想を持った生徒が見られたこともあり,ユー ザビリティの向上が必要であると考え
られる。生徒にとつてタイピングをして文字入力をしていくだけのツールであるが,この
ような感想が出ていることを重く受け止め,もつと簡単に文字入力をする方法がないか検
討する必要があると考える。今後,多くの教員や生徒に「史考ツール」の活用の輸を広げ
ていくためには,ユー ザビリティの向上が鍵であると考えられる。
本研究で得られた知見の追試を含め,これらについては今後の課題とする。
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本研究に関する学会発表
第2章 ■中的思考力を育成する授業モデルの構築
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題目「高校日本史Aにおいて協働的に歴史的思考力の育成を図る学習支援アプリの開発と実践」
小川雄太,森山潤,掛川淳一
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資料
資料1 『日本史A』 (第一学習社)「せまつてくる外国船 江戸時代の国際関係」
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資料2 兵庫県版高校地歴科用副読本階 界と日本』(兵庫県教育委員会事務局高校教育課)
「ロシアの東方進出と江戸幕府の対応」
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資料3 「史考ツール』におけるプログラミング
①フアイルを配布する仕組み
価値判断。意思決定シートを配布するためのソー スコー ドを示す。
Sub ⑦価値意思の配布0
Diln FSO,xPathAs String,xFldAs String,xSub As Variant
Set FSO=CreateO●ectCSC五pting.FileSystemO匈ect")
xPath=ThisWorkbook.Path
xFld=D士CxPath,vbDirectoryp
ApplicationoScreenUpdating〓False
WOrksheets(つ。Copy
ActiveSheet.RangeCThisWorkbookoWorksheets(つ.UsedRange.AddresO.Value
=ThisWorkbook.Worksheets(つ.UsedRange.Value
WithActiveWorkb∞k
For Each xSub ln FSO.GetFoldettathu.ParentFolde■SubF01ders
lfxSub.Nnme<>xFld Then
.Worksheets(1)。Cells(3,0.Value=xSub.Nnme
.SaveAs Filen,7ne:¬Sub&"¥:&xSuboN劉
“
&"価値意思"
End lf
Next xSub
.Close SaveChanges:=可ralse
End With
Set FSO=Nothing
Apphcation.ScreenUpdating=False
End Sub
元フアイルである「史考ツール」の7枚目のシー トをコピーして配布するため,copyメ
ソッドを使用した。配布するファイルに生徒が入力する必要のないように,自動でグルー
プ名が入力されるように。Worksheets(1).Ceus(3,6).Value=xsub.Nnmeと記述した。そし
て,グループごとのフォルダに「グループ名+価値意思」という名前で新規ファイルとし
て保存されるように。SaveAs Fiename:=‐Sub&"¥'&xSub.Nnme&"価値意思"と記述し
た。
②生徒の書き込んだデータを集約する仕組み
価値判断・意思決定シートに入力されたデータを集約するためのソー スコー ドを示す。
Sub ③価値意思の集約0
Dim xRng,yRngAs Range,FSOAs Oηect,XParnt s String
Dim xFld,xFile,i,j As Long
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Apphcation.ScreenUpdating=False
Set FSO=CreateObectCIISCripting.FileSystemOttecザ)
With ThisWorkbook
Set xRng=。Worksheets(0.Cells(33,の
Set yRng=.Worksheets(0.Cells(16,の
xParnt=FSO.GetParentFolderName(.Pathn
End With           。
i=0
j=0
FOr Each ttdln FSO.GetFolderCxParntp.subFolders
lf玉Fld.Pathく>ThisWorkbook.Path Then
FOr Each xFile ln xFld.Files
lf xFile.Nnme Likelt■価値意思.x sで'Then
With Workb∞ks.Openttile)
xRng.0伍setOoValue=。Worksheets(1).Cens(3,②.Value
xRng。0噛LetC,1).Value=.Worksheets(1)。Cells(3,4).Value
xRnF.0出腱etC,9.Value=.worksheets(1).Cells(3,0.Value
xRng.0出betC,D.Value=。worksheets(1)。Ceus(15,②.Value
xRng.0圧おetC,6).Value=.worksheets(1).Cens(22,".Value
xRng。0旧LetC,1".Value=.Worksheets(1).Ceus(12,9).Value
xRng.0畦LetC,19).Value=。Worksheets(1).Cells(15,9).Value
xRng.0圧腱etC,26)。Value=。worksheets(1).Cells(18,9).Value
yRng.0螢setO.Value=.Worksheets(1).Cells(3,D.Value
yRng.0旧LetC,1).Value=.Worksheets(1).Cens(3,4).Value
yRngoαttetC,D.Value=.worksheets(1)。Ce鵬(3,0。Value
yRng.αttet6,0.Value=.wOrksheets(1)。Cell (15,D.Value
yRng.噛etC,0。Value=.Worksheets(1).Cels(22,2.Value
yRng.噛etC,19.Value=.Worksheets(1).Cells(12,9.Value
yRng.OffsetC,19.Value=。Worksheets(1).Cells(15,0.Value
yRng.OffsetC,26).Value=。worksheets(1).Cens(18,9).Value
i=i+1
j=j+1
.Close SaveChanges:=■lalse
End With
End lf
Next』 ile
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End lf
Next xFld
ApplicatiOn.ScreenUpdating=False
Set FSO=NOthing
Ca■③賛成反対
End Sub
Sub ③賛成反対0
Dim i,j,k As Long
Dim dayData As String
Set wsData=ActiveWorkbookoWorksheets(9
Set wslnvoice=ActiveWorkbookoWorksheets(9)
rOwsData=wsData.CensKRows.Colmt,つ.EndCxlUp).row
k=3
j=3
For i=16 To rowsData
dayData=wsData.CellsC,つ。Value
lf dayData=Worksheets(9.Ran"ぐlG67)。Value Then
wslnvoice.CeusQ,9.value=wsData.CellsC,10).Value
k=k+1
Else
wslnЮice.CellsG,1の.Value=wsData.CensC,lo).value
j=j+1
End lf
Nexti
End Sub          ｀
Sub ③価値意思の集約0のプロシージャでは,生徒の入力したデータを8枚日と9枚目
のシートの特定のセルに集約する。Set証hg=.Worksheets(0.Cens(33,0,Set yRng
=Ⅲorksheets(0.Cens(16,のと記述し,0詭etを使用することで,Cells(33,のとCens(16,
のを起点にして移動して集約を図る仕組みとしている。また,変数iを使用して,一つのグ
ループのデータを全て集約すると改行するように設定した。
次にSub ③賛成反対0のプロシージャを呼び出すため,Callステートメントを使用した。
これは,Sub ③価値意思の集約0のプロシージャで 9枚日のシートに一覧にしたデータか
ら,歴史的論争問題に対する肯定意見と否定意見に整理するものである。16行日から最後
の行まで探すようにFor i=16 To rowsDataと記述した。
肯定側の意見を見つけると,Ceus(3,3)から下に順に入力されていくように,変数kを
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使用して,Cens∈,9.valueと記述した。また,否定側の意見は肯定側の意見ではないもの
ということからElse以下にCeus(3,14)から下に順に入力されていくように,変数jを使
用して,CensG,9.valueと記述した。
なお,9枚目のシー トにある円グラフの作成は,VBAで集約された値を元に,エクセル
の標準機能のSEREES関数を用いている。
③フィッシュボー ンの頭 (歴史事彙の結果)を目像化してシー トに配置する仕組み
Sub ③小推論の配布0
Dim RootAs O、ect
Set RoOt=CreateObiectCSCripting.F■systemonecぜ〕_
.GetFoldertThisWorkbook.PatD.ParentFolder
Dim FSOAs ObieCt
Dim fAs Variant
Dinl bkl As Workbook,bk2 As Workbook
Dim FNnme As String
Dim PicCount As Long
Dim vl,v2As String
Apphcation.ScreenUpdating=False
Apphcation.DisplayAlerts=False
Set FSO=CreateOttectCSCripting.F■eSystemObeCt")
For Each fln FSO.GetFolderCRooOoSubFolders
lfNot iNaIIle Like"士管理"Th n
Set bkl=Workbooksmd
ThisWorkbOok,Worksheets(0.Copy Before:=Worksheets(1)
PicCount=0
FNnme=D士CPath&"1野事実判断.xls")
Do While FNnme◇""
IfNot FName=■&"彙.xlsズ!Then
Set bk2=Workbooks.OpenCPath&"¥"&FNnme)
bk2.Worksheets(1).Rangeぐ'P6:T26").CopyPictllre
appearance:=ぅdScreen,FOrmat:=】lPic llre
With bkl.Worksheets(1).Ran姜ぐ'A'&PicCount'5+1)
bkl.Worksheets(1).Paste.RangeぐB4)
vl=ActiveWorkbook.Path
v2=InStrRev(ActiveWorkbook.Path,"¥")
bkl.Worksheets(1).Cells(26,②.Value
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=Mid←1,v2+1,Len(A〕tiveworkbook.PatD)
bkl.Worksheets(1).Ceus(3,0.Value
=Mid←1,v2+1,LenfActiveWorkb00k.Path》
End With
bk2.Close False
PicCollnt=PicCount+1
End lf
FNnme=Dir0
Loop
恥 WorkbookoSheets(め.Copy Before:=bkl.Worksheetsぐ'sheetl')
bkl.SaveAs iPath&"Yl&■Nnme 月推ヽ論"
bkl.Close False
Set bkl=Nothing
End lf
Next
Set FSO=NOthing
Dim i As lnteger
Fori=WorkboOks.Count lb l Step‐1
1fWorkbooksO.NArneく>ThsWorkbook.Name Then
WorkbooksO.Close False
End lf
Next i
Apphcation.DisplayAlerts=Tttue
Apphcation.ScreenUpdating=Tttue
End Sub
グループごとのフォルダに保存された「事実判断.xls」という名前がついたファイルを見
つけるため,FNnme=DhCPath&"¥十事実判断.xls掏)と記述した。そして,見つけたフ
ァイ ル の P6から T26まで の 部 分 を 画 像 と して コ ピー す る た め ,
bk2.Worksheets(1)。Rangeぐ'P6:T26)。CopyPictureと記述した。そして,新規のファイルを
用意して,画像を張り付け,「グループ名+小推論」という名前で保存されるようにした。
Loopにより,この一連の作業が全てのグループのフォルダに対して繰り返し実行される。
―
―
?
?
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